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情
熱
を
か
け
て
実
現
し
た
愛
国
切
手

　
政
治
家
に
な
っ
た
作
三
郎
の
政
治
活
動
と
し
て
代
表
的
な
も
の
が
「
愛
国

切
手
」
の
実
現
で
す
。

　
旧
制
二
高
の
先
輩
で
あ
っ
た
仙
台
出
身
の
詩
人
土
井
晩
翠
の
子
息
に
英え

い
一い

ち

が
い
ま
し
た
。
英
一
は
中
学
の
頃
か
ら
病
弱
で
、
高
校
を
休
学
し
て
転
地
療

養
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
諸
外
国
で
郵
便
料
に
寄
付
金
を
付
加
し
て
販

売
さ
れ
る
慈
善
切
手
を
日
本
に
も
導
入
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
結
核
の
患
者

の
救
済
に
役
立
て
な
い
か
と
、
晩
翠
を
通
じ
て
作
三
郎
に
働
き
か
け
ま
す
。

　
そ
の
博
愛
精
神
と
熱
心
さ
に
動
か
さ
れ
た
作
三
郎
は
、
昭
和
８
年
の
衆
議

院
本
会
議
に
お
い
て
「
慈
善
郵
便
切
手
発
行
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
当
時
の
委
員
会
に
お
い
て
作
三
郎
は
、
英
一
の
名
を
出
す
こ
と
は

控
え
つ
つ
「
或
ル
特
殊
ノ
人
ノ 

手
ヲ
通
ジ
」
て
調
査
し
た
と
い
う
海
外
事

情
の
説
明
を
細
か
い
金
額
ま
で
挙
げ
て
、
慈
善
切
手
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お

り
、
自
ら
の
欧
米
留
学
の
経
験
な
ど
も
加
え
、
具
体
的
に
答
弁
し
て
い
ま
す
。

こ
の
周
到
な
調
査
は
、
逓
信
省（
現
在
の
総
務
省
・
日
本
郵
便
な
ど
）の
官
僚

た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
建
議
案
は
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
す
が
、

逓
信
省
は
従
業
員
の
負
担
増
な
ど
を
理
由
に
実
行
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
作
三
郎
は
、
昭
和
９
年
に
目
的
を
民
間
航
空
事
業
奨
励
と
い
う
名

目
に
切
り
替
え
た
建
議

案
を
、
帝
国
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
。
作
三
郎

は
趣
旨
説
明
の
中
で
、

提
案
者
は
英
一
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
か
し
つ
つ

熱
心
に
答
弁
し
、
昭
和

10
年
に
本
会
議
で
可
決

今年から秋のスイーツフェアがスタート

アンバサダーの皆さんは

大好きなスイーツを前に溶けそうな笑顔です

特  集

地域課題解決を目指す連携協定
暮らしやすさの推進力に

※撮影のためマスクを外しています。
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平
成
29
年
度
に
締
結
し
た
協
定
を
今
年
の
7

月
に
包
括
連
携
へ
拡
大
し
、
災
害
時
の
対
応
や

配
達
時
の
見
守
り
な
ど
に
加
え
、
地
域
活
性
化

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
取
組
に
発

展
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
富
谷
日
吉
台
郵
便
局
で
内
ヶ
崎
さ
ん
に
お
話
を

伺
う
と
、「
実
は
協
定
を
結
ぶ
ず
っ
と
昔
か
ら
、

富
谷
市
と
は
協
力
関
係
が
で
き
て
い
た
」
と
い
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
特
産
品
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

で
し
た
。
市
内
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
販
路

開
拓
に
苦
慮
し
て
い
た
の
で
、
郵
便
局
が
全
国
の

特
産
品
の
お
取
り
寄
せ
で
人
気
の
「
ふ
る
さ
と

小
包
」
の
利
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
「
当
時
、
富
谷
郵
便
局
の
担
当
職

員
が
、
小
包
で
生
卵
を
送
っ
て
確
か
め
て
み
た

ら
、全
く
壊
れ
て
い
な
か
っ
た
。こ
れ
な
ら
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
も
大
丈
夫
だ
と
、
県
内
の
郵
便
局
に
チ

ラ
シ
を
配
置
し
た
ら
、
な
ん
と
１
５
０
０
箱
も

の
注
文
が
入
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。

　
以
来
、
富
谷
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
毎
年
、

ふ
る
さ
と
小
包
に
よ
る
販
売
を
続
け
、
富
谷
の

特
産
品
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
し

ま
し
た
。

　
包
括
協
定
に
基
づ
く
新
事
業
と
し
て
、
市
内

の
郵
便
局
に
市
広
報
の
無
料
掲
示
コ
ー
ナ
ー
を

新
設
し
た
り
、
市
内
5
局
の
全
社
員
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
受
講
さ
せ
る
計
画
が
組
ま

れ
た
り
、
次
々
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　「
協
定
が
あ
る
と
、
社
内
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
し
、
新
し
い
事
業
に
も
着
手
し
や

す
く
な
る
」
と
内
ヶ
崎
さ
ん
。
現
在
、
富
谷
産

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た
新
商
品
の
パ
ス
タ
も
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
と
連
携
し
て
開
発
中
で

す
。
こ
れ
は
富
谷
宿
開
宿
４
０
０
年
を
記
念
し

た
事
業
で
、
富
谷
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
も
っ
と

多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

販
路
拡
大
が
目
的
で
す
。

　「
何
度
も
試
食
を
し
て
、
か
な
り
期
待
で
き
る

パ
ス
タ
と
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
」
と
自

信
を
の
ぞ
か
せ
る
内
ヶ
崎
さ
ん
。
来
春
の
販
売

を
目
標
と
し
、
ふ
る
さ
と
小
包
で
の
展
開
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
間
も
な
く
誕
生
す
る
、
富
谷

の
新
名
産
品
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

特集関連動画をYouTubeで
ご覧いただけます。

とみや生活 検索
スマートフォン、また
は携帯で右のQR
コードを読み取って
ください。

富
谷
市
は
企
業
や
他
の
自
治
体
な
ど
と
、さ
ま
ざ
ま
な
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、連
携
協
定
を
結
ぶ
目
的
や
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
、

具
体
的
な
取
組
事
例
な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
連
携
協
定

暮
ら
し
や
す
さ
の
推
進
力
に

地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
連
携
協
定

暮
ら
し
や
す
さ
の
推
進
力
に

地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
連
携
協
定

暮
ら
し
や
す
さ
の
推
進
力
に

地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
連
携
協
定

暮
ら
し
や
す
さ
の
推
進
力
に

防
災
協
定
は
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

万
一
へ
の
備
え
を
幾
重
に
も

富
谷
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

販
路
を
開
い
た
ふ
る
さ
と
小
包

大
学
と
連
携
し
て
商
品
開
発
も

協
定
で
新
事
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
稼
働
へ

地
域
課
題
解
決
を
目
指
す
連
携
協
定

暮
ら
し
や
す
さ
の
推
進
力
に

地
域
力
を
高
め
る
包
括
連
携
協
定

活
性
化
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献

　
連
携
協
定
は
、
連
携
先
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
地
域
の
課
題
解
決
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
に
締
結
し
て
い
ま
す
。
市
と
提
携
先
が
、
互

い
に
無
理
な
く
継
続
で
き
る
取
組
で
、
地
域
力
を
高
め
、

安
全
や
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
協
定
で
最
も
多
い
の
は
防
災
で
す
。
現
在
40
以
上
の
企

業
や
自
治
体
な
ど
と
締
結
し
て
お
り
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
必
要
と
な
る
各
種
の
応
急
・
復
旧
活
動
に
対
し
、

人
員
や
物
資
な
ど
の
支
援
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
給
水
車
や
、
被
災
状
況
の
情
報
提
供
、
避
難
所

な
ど
へ
の
食
料
・
物
資
の
供
給
な
ど
、
防
災
協
定
で
万
一

に
備
え
た
取
り
決
め
を
し
て
い
た
た
め
、
協
定
先
の
迅
速

な
支
援
に
よ
り
、
復
旧
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
災
協
定
は
災
害
時
ば
か
り
で
な
く
、
日
常
的

に
道
路
や
街
路
灯
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
通
報
、
高
齢

者
宅
や
空
き
家
の
見
守
り
な
ど
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

を
高
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
協
定
に
は
防
災
の
ほ
か
、
さ
ら
に
多
数
の
分
野
で
取
り

組
む
包
括
連
携
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
地
方
創
生
や
地
域

活
性
化
を
目
的
に
、
６
件
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
連
携
先
は
金
融
機
関
、
大
学
、
企
業
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
平
成
28
年
12
月
に
協
定
を
締
結
し
た
株
式
会
社
七
十
七

銀
行
に
は
、
創
業
や
新
規
事
業
創
出
、
産
業
振
興
、
企
業

立
地
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
を
対
象
に
金
融
機
関
な
ら

で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
元
年
11
月
に
協
定
を
締
結
し
た
仙
台
白
百
合
女
子

大
学
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
の
際

に
、
学
生
の
学
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
連
携
協
定
は
相
互
の
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
、
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
取
組
で
す
。
私
た
ち
は

多
様
な
連
携
に
よ
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
問
題
な

ど
、
多
く
の
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
、
地
域
力
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①宮城県、宮城交通と連携し、来春から県内初となる水素燃料電池バスを路線バスとして運行
②協定を締結していることで、災害時の救援が迅速に行われます
③④日本紙通商株式会社との協定では、独自技術で富谷茶の原木から茶苗を生産。
富谷茶復活に取り組んでいます

7月に開催された富谷産ブルーベリーゆうパック出発式。
関係者がそろって初出荷のトラックを送り出しました

市の広報物を無料で掲示できる掲示板が局内に設置されています「とみや応援 3 割増商品券」の販売窓口が郵便局になって便利と好評

日
本
郵
便
株
式
会
社
（
包
括
連
携
協
定
）

日
本
郵
便
株
式
会
社
（
包
括
連
携
協
定
）

日
本
郵
便
株
式
会
社
（
包
括
連
携
協
定
）

日
本
郵
便
株
式
会
社
（
包
括
連
携
協
定
）

富谷日吉台郵便局長

内ヶ崎 慎さん
うちがさき　しん

❶

❷

❸

❹
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暮らしやすさの推進力に
市長コラム「創生」
地域おこし協力隊「とみとも」が取材
ならでは富谷
住民健診のお知らせ
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富谷の旧家である旧内ヶ崎醤油屋の歴史に耳を傾ける学生たち

しんまちの１００人アンケートでは、住民の声を拾い、一
人一人の意見を受け止めて分析する調査研究を実施

企画政策課 ☎022-358-0517 へ特集に関する問い合わせは 

　
み
や
ぎ
生
協
と
の
連
携
に
も
、
段
階
を
経
て

培
っ
た
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
見

守
り
協
定
か
ら
始
ま
り
、
災
害
時
応
急
生
活
物

資
供
給
協
定
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
定
と
分
野
を

広
げ
、
現
在
の
包
括
連
携
協
定
で
は
、
13
項
目

と
い
う
広
範
囲
な
連
携
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　「
包
括
に
移
行
す
る
と
き
に
、
市
職
員
の
皆

さ
ん
と
、
互
い
に
や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ

と
を
ぶ
つ
け
合
い
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
」

と
説
明
す
る
大
越
さ
ん
。
み
や
ぎ
生
協
の
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と
、

富
谷
市
の
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
マ
ッ
チ
し
て
、
防
災
や
健

康
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
充
実
し
た
協
定
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
過
程
で
相
互
理
解
が
進
み
、
新
し

い
事
業
に
発
展
し
た
事
例
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

国
の
委
託
を
受
け
て
4
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
低
炭
素
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
証
事
業
」

で
す
。
こ
れ
は
市
と
み
や
ぎ
生
協
の
ほ
か
２
社

が
連
携
し
た
事
業
。
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
未
来
都
市
の

構
築
に
向
け
て
、
み
や
ぎ
生
協
の
配
送
網
や
店

舗
、
組
合
員
の
住
宅
な
ど
を
実
証
の
場
と
し
、

現
在
も
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
や
ぎ
生
協
は
、
力
を
注
ぐ
社
会
貢
献
活
動

で
、
豊
富
な
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
組
織
で

す
。
福
祉
や
子
育
て
、
環
境
な
ど
に
関
す
る
取

組
は
、
市
の
取
組
と
も
合
致
す
る
た
め
、
連
携

す
る
と
活
動
の
場
や
機
会
が
広
が
り
、
利
用
者

の
利
便
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　「
定
期
開
催
の
講
座
や
学
習
会
な
ど
は
、
情

報
交
換
を
密
に
し
、
相
互
に
紹
介
し
合
う
方
が

効
果
的
」
と
話
す
大
越
さ
ん
。
今
は
残
念
な
が

ら
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
難
し
く
、
今
後
の
活
動

手
法
を
検
討
中
で
す
。

　
実
施
中
の
連
携
事
業
と
し
て
は
、「
明
石
台

サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
泉
中
央
ま
で
の
交
通
渋
滞
緩
和
策
と
し
て

試
行
し
て
い
る
社
会
実
験
で
す
。
自
宅
か
ら
明

石
台
店
の
駐
輪
場
ま
で
自
転
車
で
行
き
、
そ
こ

か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
泉
中
央
駅
へ
向
か
っ
て
も

ら
う
も
の
で
す
。
連
携
で
培
っ
た
良
好
な
協
力

体
制
の
お
か
げ
で
、
こ
の
事
業
も
ス
ム
ー
ズ
に

実
現
で
き
ま
し
た
。

合
致
す
る
経
営
理
念
で
取
組
が
深
化

地
域
の
未
来
づ
く
り
へ
と
発
展

地
域
に
根
を
張
る
生
協
の
強
み

タ
イ
ア
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
向
上

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
で
連
携

活
発
な
情
報
交
換
で
可
能
性
を
開
拓

明石台サイクル＆バスライドの利用イメージ

明石台店入り口に設置された富谷市情報コーナー。
明石台サイクル＆バスライドのポスターが貼られていました

明石台店の駐輪場に市章と事業名のステッカーが貼られています

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合（
包
括
連
携
協
定
）

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合（
包
括
連
携
協
定
）

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合（
包
括
連
携
協
定
）

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合（
包
括
連
携
協
定
）

代表理事 専務理事

大越 健治さん
おおこし　けんじ

みやぎ生協明石台店の駐輪場に自転車を駐輪し
最寄りのバス停からバスに乗車し泉中央駅へ。

明石台六丁目（上桜木大清水線）
明石台二丁目（新富谷ガーデンシティ線）

最寄りの
バス停

泉中央駅バス停

　
今
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
大

き
な
社
会
課
題
に
対
し
、
地
域
活
性
化
や
地
方

創
生
が
重
要
な
鍵
を
握
る
時
代
で
す
。
宮
城
大

学
で
は
、
3
年
前
に
社
会
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た

大
学
改
革
を
行
い
、
学
生
に
地
域
の
本
質
を
学

ば
せ
る
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
科
目

を
新
設
。
そ
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
市

と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
准
教
授
は
、「
宮
城
大
学
が
こ
こ
ま

で
深
く
自
治
体
と
連
携
し
、
長
期
的
な
視
野
で

地
域
人
材
育
成
に
取
り
組
め
る
の
は
、
富
谷
市

が民
の
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
」
と
話
し
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
４
年
前
に
基
礎
ゼ
ミ
の
試
み

を
市
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
。
２
０
０
人

の
学
生
に
富
谷
を
自
由
研
究
さ
せ
、
課
題
解
決

の
ア
イ
デ
ア
を
競
わ
せ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

手
応
え
か
ら
、
長
期
的
な
視
野
で
地
域
人
材
を

育
て
る
重
要
性
に
気
付
き
、
市
と
連
携
し
て
取

組
を
深
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
佐
々
木
准
教
授
は
「
我
々
が
求
め
て
い
る
の

は
生
き
た
学
び
だ
」
と
話
し
ま
す
。
連
携
に
よ
っ

て
地
域
づ
く
り
の
現
場
に
学
生
を
送
り
込
み
、

富
谷
茶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
、

市
の
P
R
動
画
を
作
成
し
た
り
と
い
う
機
会
を

得
て
、
地
域
で
汗
す
る
市
民
と
出
会
い
、
貴
重

な
学
び
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
開
宿
４
０
０
年
に
向
け
、
し
ん
ま
ち
活
性

化
協
議
会
に
も
参
画
。
地
域
住
民
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
現
場
で
、
住
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

古
民
家
の
再
生
に
一
緒
に
汗
を
か
く
体
験
も
し

ま
し
た
。
こ
の
活
動
か
ら
、
学
生
は
自
発
的
に

し
ん
ま
ち
の
在
り
方
を
問
う
１
０
０
人
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
結
果
を
協
議
会
で
発
表
し
た

と
こ
ろ
、
委
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
考
え
が

可
視
化
で
き
た
」
と
好
評
を
得
る
な
ど
、
学
生

の
調
査
は
、
住
民
の
合
意
形
成
に
好
影
響
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　
連
携
３
年
目
と
な
る
昨
年
度
に
は
、
市
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
大
学

は
職
員
の
出
向
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
人
材
交

流
に
発
展
。
相
互
に
無
理
が
な
い
仕
組
み
で
、

人
づ
く
り
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
度
か
ら
は
、
大
学
の
知
見
を
生

か
し
た
学
び
の
場
を
富
谷
宿
観
光
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
開
設
。
富
谷
が
誇
る
偉
人
、
内
ヶ
崎

作
三
郎
氏
を
テ
ー
マ
に
、
持
続
的
な
取
組
と
し

て
企
画
立
案
中
で
す
。
大
学
と
市
と
の
連
携
は
、

今
後
も
目
が
離
せ
な
い
取
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

市
と
大
学
が
思
い
を
一
つ
に
連
携

人
と
の
出
会
い
は
貴
重
な
学
び

血
の
通
っ
た
交
流
で
学
生
を
育
む

大
学
と
自
治
体
が
本
気
で
挑
む
地
域
人
材
教
育

地
域
の
本
質
を
学
ぶ
機
会
を
共
に
創
造

上：しんまち活性化協議会で発表する学生たち。
その発表内容は委員から好評でした
右：アンケート会場で寄せられた皆さんのアイデア

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学（
包
括
連
携
協
定
）

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学（
包
括
連
携
協
定
）

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学（
包
括
連
携
協
定
）

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学（
包
括
連
携
協
定
）

事業構想学群
地域創生学類 准教授

佐々木 秀之さん
さ さ き　ひでゆき
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富谷宿観光交流ステーション
「とみやど」

4月17日(土)  午前10時グランドオープン
3月28日(日)  午前10時プレオープン　

大和警察署・富谷市・大和町・大郷町・大衡村
安全・安心の見守り活動に関する協定を締結
　10月14日(水)、犯罪発生抑止や交通事故抑止など、地域の
安全安心を守るため、大和警察署と富谷・黒川地域の4市町村
において「安全・安心のための見守り活動に関する協定」を締
結しました。この協定によ
り、ながら見守り活動の強化
や犯罪情報の発信、防犯カメ
ラ等のデータを提供するな
ど、相互に協力連携します。
　今後も情報共有を図りな
がら、富谷・黒川地域がさら
に安全で安心のまちとなる
よう取組を進めます。

日本ファインセラミックス株式会社 富谷事業所
高屋敷地区に第2・第3工場を増築

　10月2日(金)、日本ファ
インセラミックス株式会社
富谷事業所様において、第
2・第3工場の竣工式が執り
行われました。この工場で
は、窒化ケイ素セラミック
ス製絶縁放熱基板の量産を
行います。今後は、低炭素・
脱炭素社会の実現に向け、
より性能の高い基板の製品
化に取り組まれます。

「とみやど」はしんまち通りに面し、内ヶ崎酒造店の向かいです
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

9月16日～30日

16日（水）
とみや学園東向陽台校開講式、県庁訪問、富谷宿開宿
400年記念とうほく街道会議交流会・実行委員会、黒
川地域行政事務組合理事会、来客応対

17日（木） 富谷市議会定例会、新型コロナウイルス感染症対策本
部会議、富谷しんまち活性化協議会

18日（金） 秋の交通安全県民総ぐるみ運動富谷市出動式、宮城県
市町村自治振興センター訪問、来客応対

19日（土） みつばちの住む里づくり、富谷塾
20日（日） 元気な鷹乃杜応援祭、富谷の竹あかりワークショップ

23日（水）
秋の交通安全県民総ぐるみ運動成田ファーストステー
ジ、庁議、県庁訪問、社会資本整備を考える首長の会
意見交換会、来客応対

24日（木） 秋の交通安全運動市内巡回、富谷市地域福祉計画推進
協議会、来客応対

25日（金） 秋の交通安全運動市内巡回、食育推進会議、富谷市行
政区長会議、来客応対

26日（土） ベジシェアとみや、陸上自衛隊東北方面隊創隊60周
年記念コンサート

28日（月） 秋の交通安全運動市内巡回、庁議、とみや学園富谷中
央校開講式、富谷市農業委員会総会

29日（火） 秋の交通安全運動市内巡回、とみや学園富ケ丘校開講
式、来客応対

30日（水）
秋の交通安全運動市内巡回、とみここウェルカムパー
ティー、記者会見、仙台北部道路富谷JCT現場視察、
来客応対

10月1日～15日

1日（木） 富谷市デマンド型交通運行出発式、辞令交付式、赤い
羽根共同募金・歳末たすけあい募金進発式、来客応対

2日（金） 日本ファインセラミックス株式会社第2・第3工場竣
工式、来客応対

4日（日） 富谷市バレーボールスポーツ少年団交流大会・リガー
レ仙台バレーボール教室、熊野神社祭典

5日（月） 庁議、黒川地域行政事務組合議会臨時会・全員協議会、
鷹乃杜幼稚園訪問、企業訪問、来客応対

6日（火） 鷹乃杜街かどカフェ、宮城県市町村職員研修所階層別
研修新規採用職員研修講話、来客応対

7日（水） 来客応対

8日（木）
Date fm電話出演、宮城県市町村自治振興センター
議会定例会、秋のとみやスイーツフェア2020開始式、
来客応対

9日（金） 来客応対
10日（土） 西コミ自然ふれあい学校
11日（日） 富谷宿開宿400年・市制施行4周年花火プロジェクト
12日（月） 富谷市職員環境美化活動、庁議、企業訪問、来客応対
13日（火） 富谷宿観光交流ステーション・とみやど出店者会議

14日（水）
安全・安心のための見守り活動に関する協定締結式、
秋のとみやスイーツフェア実施店舗訪問、宮城学院大
学外部評価委員会（オンライン会議）

15日（木） 仙台北部道路建設促進期成同盟会地元要望、来客応対

市 長 日 録

現在、富谷市では、防災協定や包括協定など
で、多数の協定を締結しています。協定の相手
方は、行政・公的機関のほか、大学や民間企業
と多方面に渡っています。
富谷で最初の協定は、55年前の昭和40年に
黒川郡内の４自治体にて取り交わした消防相互
応援の防災協定でした。その後も、災害発生等
の非常事態における消防や救急業務などについ
ての防災協定を、多くの行政機関と結んでおり
ます。これは、災害等による被害を最小限に軽
減させ、応急対応や復旧対策等を円滑に遂行し、
災害に強いまちづくりを目的としており、近隣
の市町村や行政事務組合において、互いに協力
しながら、強い信頼関係の元に協定を締結して
います。
また、大学との協定については、県内４つの
大学と包括連携協定を結んでいます。本市の施
策や地域課題に対しての助言など、学術的な見
地から豊富な知識やノウハウを、さまざまな形
でご提供いただいています。
行政機関や大学で担えない部分に関しては、
民間企業等の力をお借りし、その得意分野を生
かし、地域の活性化や市民サービスの向上に貢
献していただく仕組みを作っています。
民間との協定は、平成９年にみやぎ生活共同
組合との「災害時における応急生活物資供給等
の協力に関する協定」を結んだのが最初です。
その後も、さまざまな事業所のご協力をいただ
きながら、有効な協定を締結しています。
平成23年３月の東日本大震災をきっかけに、
防災協定の必要性が高まり、物資不足の解消や
迅速な災害復旧のために、多くの協定を締結さ
せていただき、市民の皆さまの生活を守るため
の安心の源となっております。
また、このコロナ禍においては、マスクや消
毒液が不足している折に、さまざまな協定先の
事業者から提供を受けることができました。当
時、緊急事態宣言が発令される中、感染拡大防
止の貴重な物資として役立たせていただき、大
変感謝しています。
本市としても、協力をいただくのみならず、
行政機関としての役割をし
っかり果たしながら、今後
も連携関係を大切にしてい
きたいと思っています。

強い味方…連携の力

地域で支え合う富谷市の新たな公共交通

「富谷市デマンド型交通」
実証運行中！

　10月1日(木)、新たに、市内の北部地域と東部地域を対象と
した「富谷市デマンド型交通」がスタートしました。
　このデマンド型交通は、予約に応じて他の利用者と乗り合い
で運行し、自宅と公共施設や病院、金融機関、商業施設などの指
定乗降場所を結び、目的地まで送迎する公共交通サービスです。

※ 利用には、事前に利用者登録が必要であり、随時受付を行っ
ています。詳しくは問い合わせください。

　デマンド型交通は、富谷市社会福祉協議会に運行を委託し、
運行車両のドライバーは運送地域内の方が担っています。自治
体と地域の支え合いで運行するこの仕組みは、本市独自の運行
形態であり、県内では初めての取組です。
　また市民バスの運行についても、イオン富谷店を拠点とした

「イオン循環便」を新設し便数を増やす等、大幅な改正を行い、
利便性の向上を図りました。
　今後も市民の皆さんの声をお聞きしながら、利用しやすい市
民バス・デマンド型交通の運行に取り組んでいきます。

利用第1号となっ
た 伊 藤 吉 子 さ ん

（石積）と庄子智子
さん（石積）

「便利なので今後
も利用したい」と
話されました

左から、富谷市社会福祉協議会長 草野 昭德さん、市長、富谷
市議会議長 渡邊 俊一さん、運転手代表 相澤 明さん（明石町
内会長） 問・申 企画政策課　交通政策推進室　☎022-358-3248

富谷市長

若生 裕俊

コラム
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令和３年

富谷市
成人式

　令和３年１月10日開催予定の富谷市成人式は、新型コロナウイルス感染症対策として、２回に分けての分散開催と
なります。受付時間や式典開始時間が中学校区によって違いますのでご注意ください。

【対象】平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ
　　 　（11月１日現在富谷市に住民票があり、対象となる方には11月中旬に案内状を郵送します。）
※ 富谷市出身で市外に居住している方や、市外出身で市内に勤務している方も出席できます。案内状の送付を希望す

る場合は、市公式ホームページに申込方法を記載していますのでご覧ください。

【新型コロナウイルス感染症対策】
式典に出席される際は、次の感染症対策にご協力
ください。
◦必ずマスクを着用してください。
◦他の参加者との対人距離を保ってください。
◦こまめな手指の消毒をお願いします。
◦体調が悪い場合は出席をご遠慮ください。
◦ 会場入り口にて、検温を行います。体温に異常

がある方は出席をご遠慮いただきます。

【期日】1月10日（日）　
【会場】富谷スポーツセンター
◆東向陽台中学校・成田中学校区
　受付開始：10：00～　式典開始：11：00～
◆富谷中学校・富谷第二中学校・日吉台中学校区
　受付開始：13：00～　式典開始：14：00～
問 生涯学習課　☎022-358-5400

　10月10日(土)から25日(日)まで、秋のとみやスイー
ツフェア2020を市内10店舗で開催しました。秋に行う
スイーツフェアは、今年が初の開催です。富谷産のシャ
インマスカットやイチジクなどをふんだんに使った期間
限定スイーツを多くの方が堪能しました。
　スイーツを味わった市民の方に伺ったところ「富谷の
食材をスイーツでさらにおいしく食べることができまし
た。また食べたいです」と話されました。
　富谷産の食材を使ったスイーツを味わえる夏と秋のフ
ェア、来年の開催もどうぞお楽しみに。

アンバサダーが生産者へインタビュー
　スイーツアンバサダーの８人が、とみや
スイーツのおいしさの秘密を探るため、シ
ャインマスカットやイチジク、はちみつ、
ブルーベリーの生産者へインタビューし
ました。市公式ホームページで紹介中で
すので、ぜひご覧ください。

市公式ホームページ
QRコード

10月8日(木)に行ったフェアの開始式では、フェア参加の市内10店舗
のスイーツが勢ぞろい。

イチジクは、生の
ままでも食べられ、
甘くてプチプチと
した食感がおいし
いです（若生文夫さ
んの農園で撮影）

シャインマスカッ
トは、甘くてジュ
ーシー、そして大
粒の実が特徴。今
年もおいしく育ち
ました（佐藤政悦
さ ん の 農 園 で 撮
影）

大好評でした！
秋のとみやスイーツフェア2020

富谷の秋を
たくさんの方々が満喫

地域おこし協力隊「とみとも」が取材

「富谷の話し言葉」

な ら で は 富 谷

しんまちは宿場町だったことから、お客さんを受け入れるために丁寧な言葉が主流となったそうです。ございますという意味で「ござりす」や「ござりえん」を語尾に付けるのは、京都の言葉から来ているのではないかということです。くださいという意味の「けさいん」は、とても優しい印象を受けました。

知らないを「しゃね」と言うように、
言葉を短く発音したものが多いように
感じます「あすなさ」という言葉があ
ります。これは、明日の朝を縮めて生
まれたのかなと話していました。きれ
いで、いい言葉です。

発音が「し」が「す」になったり、
「ち」が「つ」になったりします。
新田さんの自己紹介も、「にった
たけす（し）です」と言って場を和
ませてくれました。

「また明日ね」は「おみょうぬづ」と言い、

これは、京都で同じ意味で使われていた

「おみょうにち」が変化したものではな

いかということです。明日に「お」を付

けたのではないかと話していました。

氷が張っている状態を「すが
張った」と言うそうです。「た
ろひ」とは、つららを意味す
るんだそうです。

人の名前はどのように呼びますか。
と聞いたところ、小さい頃から「○
○ちゃん」が多く使われていたため、
今でも親しみを込めて目上の方でも

「○○ちゃん」と呼んでいるそうです。

　まだ富谷に来て半年。私は神戸出身で、初めての東北ということもあって、普段の生活で
も聞き慣れない言葉ばかりです。
　今回の座談会では、富谷の中でもしんまちの言葉は京言葉の名残かもしれないと聞き、特
有の言葉もあって驚きの連続でした。宿場町ならではで、おもしろいなと感じます。
　方言はそのまちの文化や歴史を表現していると思いますが、3人の方が方言で楽しく会話
されているのを見ていると、方言は人と人との「つながり」を強くするツールでもあるんだ
ろうなと感じました。

「けっちゃ」というユニークな言葉もあります。
前後や裏表が逆の状態をいいます。服を前後
逆に着ている人を見た時の会話です。

「なんだい、そのシャツ、けっちゃだっちゃ」
「ほんだ、いずいと思ったらけっちゃだった」
「そいづはいずいのあたりめえだ」

ふざけていることを「おだ
づ」と言い、怒るときは「お
だづなよ！」とよく言うそ
うです。言葉に濁点が付く
ことが多いんですね。

そうですの意味の「んだ」、
どうするの意味の「なじょ
する」など、たくさんの方
言を知りました。

優しく丁寧な言葉が多い 明日の朝は「あすなさ」

「また明日ね」は「おみょうぬづ」 冬によく使うかもしれない 

「すが張った」「たろひ」

濁点が付く言葉「おだづ」

この他にも…

親しみを込めて「○○ちゃん」

「けっちゃ」って分かりますか。

「し」が「す」に、「ち」が「つ」に

　地域おこし協力隊「とみとも」が市民の皆さんを取材し、富谷なら
ではのもの・こと・人を紹介していく「ならでは富谷」。第１回は、
富谷で使われている・使われていた話し言葉について、中戸亮（観光
企画ディレクター）が市民3人にお話を伺いました。

vol.1

座談会が終わって

富谷には優しい言葉が多いと
話す新田さん

新田武さん（町中）、亀郁雄さん（町中）、
小松巌さん（大童）と座談会
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が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、

症
状
が
な
い
ま
ま
病
気
が
進
行
し
ま
す
。「
忙

し
い
か
ら
」「
ま
だ
若
い
か
ら
」
と
い
っ
た
理

由
で
、
体
の
異
変
を
無
視
せ
ず
、
生
活
習
慣
病

の
芽
（
リ
ス
ク
）
に
気
付
く
た
め
に
も
、
年
１

回
は
健
診
を
受
け
、
体
の
変
化
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
程

　
健
診
は
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
混
雑
緩

和
の
た
め
、
対
象
地
区
で
の
実
施
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
都
合
の
悪
い
方
は
他
の
実
施
日
に
別

会
場
で
受
診
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

◦ 

午
前
8
時
～
午
前
10
時
30
分

◦ 

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

※ 

日
中
に
受
診
で
き
な
い
方
は
、
夜
間
健
診
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
午
後
５
時
～
午
後
７
時
）

　
住
民
健
診
は
体
の
状
態
を
確
認
す
る
大
切
な

機
会
で
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、健
康
な
生
活
に
つ
な
が
る
た
め
、

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　
受
診
日
に
市
内
に
居
住
し
、
左
表
に
該
当
す

る
方

車
い
す
対
応
日

　
11
月
17
日（
火
）、
11
月
19
日（
木
）

　
肺
が
ん
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
車
い
す
対
応
日

で
す
。そ
れ
以
外
の
健
診
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

車
い
す
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康

推
進
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
加
入
者
の
特
定
健
診
に
つ
い
て

　
社
会
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共

済
組
合
等
）
に
加
入
し
て
い
る
方
（
本
人
・
被

扶
養
者
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
に
よ
っ
て
、
開
催
時
期
や
受
診
会
場
等

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
を

発
行
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

受
診
票
の
送
付

　
各
種
健
診
の
受
診
票
を
、
対
象
者
へ
11
月
上

旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

持
ち
物

◦ 

受
診
票

◦ 

健
康
保
険
証

◦ 

健
診
料
金

※ 

健
診
に
よ
っ
て
必
要
な
物
が
異
な
る
の
で
、

受
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

料
金

【
無
料
の
方
】

◦ 

70
歳
以
上
の
方

◦ 

富
谷
市
国
保
加
入
の
方

　
（
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
除
く
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

【
右
記
以
外
の
方
】

【
後
期
高
齢
者
健
診
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
料
】

　
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
検
査
は
、
医
師
が
必

要
と
し
た
場
合
に
実
施
し
ま
す
が
、
希
望
す
る

場
合
に
は
有
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦ 

心
電
図　
　

 　
１
５
０
０
円

◦ 

眼
底
検
査　
　

 

１
０
０
０
円

◦ 

貧
血
検
査　
　
　

 

５
０
０
円

会
場
の
混
雑

◦ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ

け
自
家
用
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦ 

例
年
、午
前
中（
特
に
朝
）が
最
も
混
む
た
め
、

通
常
よ
り
待
ち
時
間
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

～
会
場
に
行
く
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
～

◦ 

当
日
の
朝
、
発
熱
・
喉
の
痛
み
・
せ
き
な
ど

の
風
邪
症
状
が
な
い
か
、
自
宅
で
体
温
を
測

定
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

物
品
の
共
有
を
避
け
る
た
め
、
鉛
筆
、
ス
リ

ッ
パ
等
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

歯
と
歯
肉
の
健
診
は
11
月
30
日
ま
で

　

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」
で
す
。

市
で
は
、
歯
を
失
う
多
く
の
原
因
と
な
る

歯
周
疾
患
の
早
期
発
見
と
予
防
を
目
的

に
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
節
目
年
齢
の

方
を
対
象
に
「
歯
と
歯
肉
の
健
診
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　

　
対
象
年
齢
で
ま
だ
申
込
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
健
診
票
等
一
式
を
送
付
す
る
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
受
診
期
間
】
11
月
30
日
ま
で

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で 

乳
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

40
歳
前
後
を
境
に
、
乳
が
ん
で
亡
く
な
る

方
が
増
え
、
25
歳
か
ら
64
歳
で
は
、
乳
が
ん

が
死
亡
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
し
て
早
期
発
見
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
の
乳
が
ん
検
診
は
11
月
末
ま
で
で
す　

　

集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
に
直
接
予
約
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
診
票
が
手
元
に
な
い
方
は
発
行
し
ま
す

の
で
、
健
康
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

年
齢
に
よ
り
検
査
が
異
な
り
ま
す

◦ 

30
歳
～
39
歳
の
方
…
超
音
波
検
査

◦ 

40
歳
以
上
の
方
…
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

次
に
該
当
す
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん 

◦ 

妊
娠
中
の
方

◦ 

授
乳
中
の
方
（
夜
間
授
乳
も
含
む
）
お
よ

び
断
乳
後
1
か
月
未
満
の
方

◦ 

豊
胸
術
（
シ
リ
コ
ン
注
入
・
シ
リ
コ
ン
バ

ッ
グ
・
生
食
バ
ッ
グ
・
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注

入
）
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

◦ 

乳
腺
の
こ
と
で
治
療
中
ま
た
は
経
過
観
察

を
受
け
て
い
る
方

◦ 

40
歳
以
上
で
脳
室
、
腹
腔
連
絡
術
を
受
け

て
い
る
方

◦ 

40
歳
以
上
で
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や

前
胸
部
に
人
工
血
管
・
薬
液
注
入
器
具

（
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
）
を
埋
め
込
ん
で
い
る
方

問
・
申
宮
城
県
対
が
ん
協
会

　
　
　
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
５
―
７
―
30
）

　
　
　
☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
５
３
５

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ
問
健
康
推
進
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

実施する健診と対象者

健診名 申込 対象

特定健康診査 不要 40歳～74歳の方（富谷市国保加入者）

後期高齢者健診 不要

75歳以上の方
（後期高齢者医療制度加入者のみ）
（一定の障がいがある後期高齢者医療制度加入者
は、65歳から受診可能）

健幸35 要 35～39歳の男・女

肝炎ウイルス検査 不要 40歳の方、41歳～74歳の未検者

肺がん検診 要 40歳以上の男・女

結核検診 要

40歳以上の男・女
※ 65歳以上の方は、1年に1回結核検診（胸部

Ｘ線撮影）を受けることが義務付けられてい
ます。

大腸がん検診 要 30歳以上の男・女

前立腺がん検診 要 50歳以上の男性

骨粗しょう症検診 要 40歳～70歳の女性（５歳刻み年齢）

日程表
月 日 曜 対 象 地 区 会場

11

13 金 町上、町中、町下

富谷中央
公民館

15 日
一ノ関、二ノ関、三ノ関、志戸田、穀田、原、
大童

16 月 今泉、大亀、石積、明石、西成田、清水仲

17 火 太子堂一丁目・二丁目

18 水 ひより台一丁目（★夜間）

19 木 ひより台二丁目、グリーンヒル

20 金 成田一丁目・九丁目、上桜木

成田
公民館

22 日 成田七丁目、大清水二丁目

23 月 成田三丁目・六丁目

24 火 成田五丁目、大清水一丁目（★夜間）

25 水 成田二丁目・四丁目・八丁目

26 木 鷹乃杜一丁目・三丁目

富ケ丘
公民館

27 金 鷹乃杜四丁目、富ケ丘一丁目（★夜間）

28 土 富ケ丘二丁目

30 月 富ケ丘三丁目

12

1 火 富ケ丘四丁目、鷹乃杜二丁目

2 水 明石台一丁目・二丁目・八丁目

東向陽台
公民館

3 木 明石台三丁目・七丁目・サニーハイツ

4 金 明石台四丁目・五丁目（★夜間）

5 土 東向陽台一丁目・二丁目、明石台九丁目

7 月 東向陽台三丁目、明石台六丁目

8 火 日吉台一丁目・三丁目
日吉台
公民館

9 水 日吉台二丁目

10 木 杜乃橋一丁目・二丁目

11 金 熊谷、あけの平一丁目

あけの平
公民館

13 日 あけの平二丁目

14 月 あけの平三丁目（★夜間）

15 火 とちの木一丁目・二丁目

健診名 料金

健幸35 1,500円

大腸がん検診 500円

結核・肺がん検診 無料

※喀痰検査を受診する方 500円

前立腺がん検診 1,000円

骨粗しょう症検診 700円

※70歳の方 無料

対　象　年　齢 自己負担額

40歳（昭和55年4月1日～昭和56年3月31日生）
50歳（昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生）
60歳（昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生）

1,000円

70歳（昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生）
生活保護世帯（40歳、50歳、60歳）

無料

集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ



問・申

・産業観光課　☎022-358-0524
　  sangyoukankou@tomiya-city.miyagi.jp
・　　　　　　☎022-341-2622
　  c.saito@awae.co.jp 　  k.kimura@awae.co.jp
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インフォメーション

　3期目を迎える富谷塾では、現在210名を超える塾生が在籍しています。富谷
塾とは、起業してみたい方のみならず、自分のアイデアで地域をもっとよくし
たいと思っている方、何かしたいけどモヤモヤしている方など、何かしらの想
いを持った皆さんが集う「出会いと学び合いのコミュニティー」です。定例で
開催する対話会を通して仲間をつくり、仲間とともにそれぞれの想いをカタチ
にしていく新しいスタイルの起業塾です。

　現在、それぞれの想いを実現するための第一歩として、30以上のさまざまな
部活動が立ち上がり、多くの塾生が楽しみながら活動を続けています。新たな
部活動を立ち上げることのみならず、今ある部活に入っていただくことも可能
です。いつでも誰でも入塾できますので、まずは、どんな部活動があるのかな
ども含めて気軽にご相談ください。

　　�塾長講話、TOMI＋入居企業EIGHT�CROWNS（メイナード�プラントさん、菊池拓哉さん）�
がトークセッション

　　�今年で3期目を迎えた富谷塾！�
210名を超える塾生とともに、自分の想いをカタチにしてみよう

　　�想いの実現化へ第一歩！部活動にチャレンジ

TOMI+のホーム
ページはこちら

きな粉のおいしい食べ方を研究する「き
な粉研究会」。自分に合った部活を探して
みてください

火災のないまちを目指して「秋の全国火災予防運動」
11月9日（月）～11月15日（日）　　　　　　問 防災安全課　☎022-358-3180

　空気が乾燥し、火災が起こりやすいこの時期、家庭や
職場、地域で火災予防対策に取り組み、安心して生活で
きる環境をつくりましょう。市では、消防団による火災
予防の啓発運動を展開します。
住宅防火　いのちを守る４つの対策
◦ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◦ 寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎

品を使用する。
◦ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設

置する。
◦ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の

協力体制をつくる。
住宅用火災警報器の点検を忘れずに
　万が一の火災に備えて、正常に作動
するか1か月に1回は点検しましょう。

まちを守る消防団員を募集！

「自らの地域は自らで守る」という精神に基づいて、
地域で消防防災活動に取り組んでいる消防団。まち
を守る消防団の一員として、皆さんからの参加をお
待ちしています。

インフルエンザワクチン接種費用の助成

新型コロナウイルス感染症を予防しましょう

市公式
ホームページ

QRコード

　インフルエンザの予防接種を受けて流行を予防することで、皆さんの健康を守るだけではなく、医
療機関に患者が集中することを防ぎ、地域医療を守ることにもつながります。年齢などによって手続
きや助成額が異なりますので、下記①と②の該当する部分をご確認ください。

問 健康推進課　☎022-358-0512

問 健康推進課　☎022-358-0512
　秋から冬は感染症が流行する時期です。日々の対策を一人一人が徹底し、新型コロナウイルス感染症を予防しまし
ょう。「備えあれば憂いなし」です。マスクや消毒液などは、自分や家族のために備蓄をしておきましょう。

①65歳以上の方および60歳～65歳未満の障害等級1級相当の方（条件あり）

予診票 富谷・黒川地域の指定医療機関には予診票が設置されてい
ます。それ以外の指定医療機関で接種する場合は、健康推
進課や各出張所の予診票をご利用ください。▼

持ち物 3点を指定医療機関窓口へ提出してください。
①予診票 ②健康保険証 ③自己負担額（1,500円）

▼

接種 指定医療機関で予防接種を受けてください。
※指定医療機関は市公式ホームページまたは直接医療機関
へご確認ください。▼

支払 自己負担額1,500円を医療機関窓口でお支払いください。

②生後6か月～65歳未満の方　　※市独自経済対策第４弾　

接種 1月末までに医療機関で予防接種を受けてください。
▼

支払 医療機関窓口で全額お支払いください。
▼

申請 ①申請書 ②領収書等の写し ③通帳等の写しを用意し、郵
送してください。（※世帯まとめて1回の申請）▼

審査 助成可否の審査後、助成決定通知が届きます。
▼

振込 助成決定日から14日以内に助成金が指定口座へ振り込ま
れます。

申請不要

申請必要

病院で
1,500円
を支払い

接種1回
1,500円まで

を助成

指定医療
機関にて

接種

どの医療
機関でも

可能

対象は
65歳以上

の方

対象は
生後6か月
～65歳未満

お詫びと訂正　　先月号の別冊「インフルエンザワクチン任意接種費用助成のお知らせ」申請書の接種日欄に
誤りがありました。訂正してお詫びいたします。（正）（１回目接種時13歳未満のみ）　（誤）（小学生以下のみ）

毎日すること 外出先で気を付けること

富谷塾生
募集中
です！
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秋の夜空に花火を上げて
開宿４００年、市制施行４周年を祝いました

Pepperが先生に！
災害から身を守る方法を学びました

コロナ禍をみんなで乗り越えよう！
感謝の気持ちを込めた千羽鶴づくり

自然の中で過ごした1日
ミツバチが住みよい環境づくりを学習

音楽療法で心も体も癒されました
成田公民館でオータムコンサート

富谷へようこそ！
とみここで生まれる新たな交流

子どもたちが元気に走って踊って
運動会を楽しみました

交通事故のない社会を目指して
関係団体が交通安全を宣言しました

富谷宿開宿400年、市制施行４周年記念として、10月11
日（日）、富谷にちなんで1038発の花火が、富谷小学校校
庭から打ち上げられました。台風の接近により、1日延期
となりましたが今年も打ち上げることができました。新型
コロナウイルス感染症の早期収束・疫病退散を願った花火
でもありました。

9月30日(水)に、Pepper（ペッパー）を活用した防災教室
が、日吉台小学校で行われました。この防災教室は、ソフ
トバンク株式会社の社会貢献事業の一環として行われたも
のです。授業を受けた4年生は、街や山、海の絵に隠され
た危険箇所を探したり、防災図記号を学んだりして災害時
の身の守り方を、Pepper（ペッパー）からヒントを得なが
ら学習しました。

10月4日(日)に、上桜木子ども会の子どもたちが、医療に
携わる方々への感謝と励ましの気持ちを込めて千羽鶴を作
りました。メッセージを添えた折り鶴を、一つ一つ丁寧に
つなげた子どもたち。参加した林

はやし
本
もと
茉
ま
奈
な
さん（富ケ丘小5

年）は、「コロナ禍で大変だけど、一緒に乗り越えたいです」
と話しました。千羽鶴は、10月10日(土)に富谷中央病院
へ寄贈されました。

とみやはちみつプロジェクトを行うNPO法人SCR主催の
「みつばちの住む里づくり」が、9月19日(土)に西成田で
行われました。子どもたちは、仲間と助け合いながら、ミ
ツバチの巣箱の観察や自然散策、ロープワークを使っての
テント設営などを体験。「みつばちの里」で環境について
楽しく学んでいました。

10月８日(木)、とみや学園成田校の講座としてオータムコ
ンサートが行われました。招かれたのはアコースティック
ギターとマリンバの奏者。「秋

コス
桜
モス
」や「戦場のメリークリ

スマス」など、誰もが聴いたことのある曲に合わせて体を
揺らしていた参加者は、「生の音楽が聴けて気分が良くな
り、心も体も温かくなりました」と話していました。

9月30日(水)、とみここウェルカムパーティーを子育て支
援センターで開催しました。ウェルカムパーティーは、市
外から転入して来られた子育て中のお母さんお父さんに交
流を深めてもらい、富谷で安心して楽しく子育てをしてい
ただけるようにと開催しています。参加した15組の親子
は、手遊びや自己紹介などを通じて、親子同士の交流を図
りました。

10月3日(土)、成田保育所の運動会が行われました。今年
は新型コロナウイルス感染防止のため、保護者の観覧場所
をそれぞれ指定するなど、対策をしながらの開催となりま
した。4歳児と5歳児のみの参加でしたが、沖縄伝統音楽
であるエイサーの披露やかけっこ、リレーなどが行われ、
子どもたちは運動会を楽しんでいました。

9月18日(金)、秋の交通安全運動に伴う出動式を市役所で行
いました。市交通安全指導隊など13の関係団体が参加し、
子どもや高齢者に配慮した運転を心掛けることなどが宣言
されました。また、9月21日(月)から30日(水)までの10日間、
街頭で交通事故が発生しないよう交通安全を呼びかけまし
た。



子 育 て の ひ ろ ば子 育 て の ひ ろ ば

「お話し会」東向陽台公民館プレイルーム
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３
～
４
か
月
児
健
診

①
11
月
11
日（
水
）

【
対
象
】
令
和
2
年
7
月
16
日
～

　
　
　
令
和
2
年
8
月
3
日
生
ま
れ

②
11
月
25
日（
水
）

【
対
象
】
令
和
2
年
8
月
4
日
～

　
　
　
令
和
2
年
8
月
18
日
生
ま
れ

１
歳
６
か
月
児
健
診

①
11
月
5
日（
木
）

【
対
象
】
平
成
31
年
3
月
16
日
～

　
　
　
平
成
31
年
4
月
2
日
生
ま
れ

②
11
月
19
日（
木
）

【
対
象
】
平
成
31
年
4
月
3
日
～

　
　
　
平
成
31
年
4
月
24
日
生
ま
れ

３
歳
児
健
診

11
月
18
日（
水
）

【
対
象
】
平
成
29
日
4
月
4
日
～

　
　
　
平
成
29
年
4
月
24
日
生
ま
れ

※ 

時
間
等
は
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
知
が
届
か
な
い
方
、
転
入
さ
れ
た
方
で
前

住
所
地
で
の
健
診
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

２
か
月
、
８
～
９
か
月
児
健
診
は
個
別
通
知

を
し
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
月
齢
に
な
っ
た
ら

母
子
手
帳
別
冊
の
受
診
券
を
持
参
し
、
忘
れ

ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

11
月
12
日（
木
）

【
対
象
】
平
成
30
年
3
月
3
日
～

　
　
　
平
成
30
年
3
月
23
日
生
ま
れ

※
時
間
等
は
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

【
日
時
】
11
月
6
日（
金
）

　
　
　

①
午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
15
分

　
　
　

②
午
前
11
時
25
分
～
午
後
12
時
25
分

【
対
象
】
生
後
2
か
月
～
12
か
月
ま
で
の
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者

【
定
員
】
各
回
8
組

【
申
込
】
受
付
中

子
育
て
講
座　
　

「
わ
ら
べ
う
た
」 

～
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

【
日
時
】
11
月
18
日（
水
）

　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
10
分

　
　
　

②
午
前
11
時
20
分
～
正
午

【
対
象
】
①
0
歳
～
1
歳
半
と
保
護
者

　
　
　
②
1
歳
7
か
月
～
未
就
園
児
と
保
護
者

【
定
員
】
各
回
10
組

【
申
込
】
受
付
中

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば　

「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」

【
日
時
】
11
月
27
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

【
対
象
】
1
歳
～
未
就
園
児
と
保
護
者

【
定
員
】
先
着
8
組

【
申
込
】
11
月
5
日（
木
）～

子
育
て
サ
ロ
ン

「
う
た
あ
そ
び
ー
ば
」

【
日
時
】
11
月
4
日(

水)

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
対
象
】
乳
幼
児
親
子

【
場
所
】
東
向
陽
台
公
民
館　
プ
レ
イ
ル
ー
ム

お
話
し
会　
　

「
と
み
や
♡
こ
っ
こ
の
会
」

【
日
時
】
11
月
19
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
対
象
】
乳
幼
児
親
子

【
場
所
】
あ
け
の
平
公
民
館　
プ
レ
イ
ル
ー
ム

「
お
は
な
し
や
ま
」

【
日
時
】
11
月
26
日(

木)

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

【
対
象
】
乳
幼
児
親
子

【
場
所
】
東
向
陽
台
公
民
館　
プ
レ
イ
ル
ー
ム

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

【
期
日
】
12
月
18
日（
金
）、1
月
22
日（
金
）

【
受
付
】
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

【
対
象
】
１
歳
に
至
る
ま
で

【
持
物
】
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※ 

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
子
育
て
支
援

課
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
で

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
２
期
）の
予
防
接
種

【
対
象
】
平
成
26
年
４
月
２
日
～

　
　
　

 

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
小
学

校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

無
料
で
接
種
で
き
る
の
は
、
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

ご
っ
く
ん
離
乳
食
教
室

【
期
日
】
11
月
17
日（
火
）

【
受
付
】
午
前
９
時
45
分
～
午
前
10
時

【
対
象
】
令
和
2
年
5
月
22
日
～

　
　
　
令
和
2
年
6
月
25
日
生
ま
れ

ぱ
く
ぱ
く
離
乳
食
教
室

【
期
日
】
11
月
26
日（
木
）

【
受
付
】
午
前
９
時
45
分
～
午
前
10
時

【
対
象
】
令
和
元
年
10
月
11
日
～

　
　
　
令
和
元
年
12
月
10
日
生
ま
れ

【
定
員
】
先
着
12
人

【
申
込
】
11
月
13
日（
金
）ま
で

食
育
教
室 

マ
マ
の
た
め
の
ク
ッ
キ
ン
グ

【
期
日
】
12
月
1
日（
火
）

【
受
付
】
午
前
９
時
45
分
～
午
前
10
時

【
対
象
】 

１
歳
半
～
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
を
育

て
て
い
る
方

【
定
員
】
先
着
12
人
（
託
児
あ
り
）

【
申
込
】
11
月
17
日（
火
）ま
で

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

【
期
日
】
11
月
24
日（
火
）

【
受
付
】
午
前
９
時
45
分
～
午
前
10
時

【
対
象
】 

令
和
２
年
９
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
お
母
さ
ん

【
内
容
】 

お
お
む
ね
２
か
月
に
な
る
赤
ち
ゃ
ん

を
持
つ
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
会

富
谷
す
く
す
く
相
談

【
期
日
】
①
11
月
４
日（
水
）　

　
　
　

②
12
月
２
日（
水
）

【
受
付
】
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
対
象
】
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

【
内
容
】
授
乳
や
離
乳
食
の
進
め
方
、
し
つ
け

な
ど
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
発
達
な
ど
に
対

し
て
、
心
理
士
・
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師

が
相
談
を
受
け
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
心
理
相
談
は
１
週
間
前
ま
で
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

【
交
付
日
】
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
開
所
日
）

【
受
付
】
午
前
10
時
～
午
前
10
時
15
分

【
対
象
】
妊
娠
の
診
断
を
受
け
た
方

【
内
容
】
手
帳
や
諸
制
度
の
説
明
、
妊
娠
期
を

健
や
か
に
過
ご
す
た
め
の
話

※ 

参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
代
理
人
が
交

付
を
受
け
る
場
合
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
学
級
（
要
申
込
）

「
赤
ち
ゃ
ん
ニ
コ
ニ
コ
J
マ
マ
・
パ
パ
も
健
康

に
♪
マ
タ
ニ
テ
ィ
栄
養
レ
ッ
ス
ン
」

【
期
日
】
11
月
10
日（
火
）

【
受
付
】
午
前
９
時
40
分
～
午
前
９
時
50
分

【
対
象
】
妊
娠
中
の
方
と
そ
の
夫（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

【
内
容
】
妊
娠
期
の
栄
養
講
座
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

レ
シ
ピ
の
紹
介
・
試
食
な
ど

出
生
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
全
員
を
対
象
に 

家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
助
産
師
、
保
健
師
が
家
庭
訪
問
し
、
お
母
さ

ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
、
育
児
に
つ
い
て
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

※ 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
母
子
健
康
手
帳

別
冊
の
「
出
生
連
絡
票
」
を
必
ず
出
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

　
親
子
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
空
間
で
す
。
と

み
こ
こ
内
に
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
開
放

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

11
月
２
日（
月
）、16
日（
月
）、 

30
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
15
分

【
対
象
】
未
就
園
児
親
子

【
定
員
】
各
日
先
着
30
組

子
育
て
講
座
「
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
」

【
日
時
】
12
月
３
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

【
対
象
】
生
後
３
か
月
児
～
1
歳
児
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者

【
定
員
】
先
着
15
人

【
申
込
】
11
月
16
日（
月
）～
27
日（
金
）

11月は児童虐待防止推進月間です
～189（いちはやく）知らせて守る こどもの未来～
　大切なのは、子どもの心
身を守ることです。あなた
の電話で救われる子どもが
います。虐待かどうか迷う
場合でも、虐待かなと思っ
たら、子育てで悩んでいたら、ためらわずにご相談く
ださい。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
問 児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（通話料無料）
　子育て支援課　☎022-358-0516

児童虐待とは
身体的虐待、心理的虐待、ネグレクト、性的虐待な
どがあります。
しつけのつもりでたたいたり怒鳴ったりすること
も、子どもの健やかな成長の助けにならないばかり
か、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。

こんなサインに注意
・ いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声が

する
・不自然な傷や打撲の痕がある。
・衣類や体がいつも汚れている。
・夜遅くまで１人で遊んでいる。

虫歯ゼロ

0
ピッカピ

カ!

平
ひら

井
い

 玖
く

弥
み

ちゃん（明石台）
平成28年8月生まれ

梅
うめ

津
つ

 獅
し

音
おん

くん（富谷）
平成28年9月生まれ

内
うち

田
だ

 麦
むぎ

ちゃん（成田）
平成28年9月生まれ

1人でみがけるよ。

子
育
て
サ
ロ
ン
・
お
話
し
会
と
も
乳
幼
児

親
子
対
象
（
予
約
・
申
込
不
要
）

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
サ
ロ
ン

☎
０
２
２
︱
７
７
９
︱
６
９
８
１

申
込
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

※ 

い
ず
れ
も
先
着
順
に
つ
き
、
定
員
に
な

り
次
第
、
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
“
と
み
こ
こ
”

☎
０
２
２
︱
３
４
３
︱
５
５
２
８

申
込
受
付
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
と
み
こ
こ
）か
ら
の
お
知
ら
せ

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ロ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

歯みがき

これからもが
んばるよ♡

これからも毎日歯みがきがんばります！
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今
月
の
献
血

　
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

全
血
献
血
（
４
０
０
ml
）

【
日
時
】
11
月
8
日（
日
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分

　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時
30
分

【
会
場
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

　
日
頃
の
生
活
の
心
掛
け
で
、
医
療
費
を
節
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
に
工
夫
す
る
こ
と

・
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
重
複
受
診
や
転
医
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
医
師
か
ら
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
外
受
診
は
、な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
し
く
作
ら
れ

た
薬
の
特
許
期
間
の
終
了
後
に
有
効
成
分
、
用

法
・
用
量
、
効
能
、
効
果
が
同
じ
医
薬
品
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
の
許
可
の
も
と
製
造
・
販
売

さ
れ
た
、
新
薬
よ
り
安
価
な
薬
で
す
。
す
べ
て

の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
、
医
師
・
薬
剤
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た

ほ
う
が
、
自
己
負
担
が
少
な
く
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自
分
自

身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、
軽
度
な
身
体
の
不

調
は
自
分
で
手
当
て
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
医
療
機
関
か

ら
の
処
方
箋
の
必
要
が
な
く
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
市
販
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
）
を
上

手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
） 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
そ
の
証
明
書
（
ま
た
は

領
収
書
）
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
料

が
控
除
さ
れ
る
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

場
合
も
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
の
控
除
に
関
す
る
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

※ 

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
掛
け
る
場
合

☎
０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
・ 

梅
毒
抗
体
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

　
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
11
月
12
日（
木
）、
26
日（
木
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時

※
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
・
申
宮
城
県
塩
釜
保
健
所
黒
川
支
所

　
　　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
１
１
１
１

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
、民
生
委
員・

児
童
委
員
の
協
力
の
も
と
、
支
援
を
必
要
と
す

る
市
民
へ
お
届
け
し
ま
す
。
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
の
配
分
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
請
期
間
】
11
月
９
日（
月
）ま
で

　
詳
し
く
は
、事
務
局
や
各
地
区
の
民
生
委
員・

児
童
委
員
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
富
谷
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局（
社
協
内
）

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
９
８
１

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
、

お
互
い
の
思
い
や
悩
み
・
経
験
を
語
り
合
い
、

介
護
時
の
工
夫
な
ど
、
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
認
知
症
の
ご
本
人
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
18
日(

水)　

　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
正
午

問
・
会
保
健
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
４
８
―
１
１
３
８

高
次
脳
機
能
障
害
者
家
族
交
流
会
開
催

　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、

日
々
の
生
活
の
中
で
の
工
夫
や
心
掛
け
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
11
月
16
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
（
塩
竈
市
北
浜
４
丁
目
８
ー
15
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
11
月
９
日（
月
）ま
で

問
・
申
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
６
５
―
３
１
５
３

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
教
室
参
加
者
募
集

【
対
象
】
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

【
受
付
】
11
月
9
日(

月)

～
11
月
13
日(

金)

第
3
回
東
北
文
化
学
園
大
学
介
護
予
防
教
室　

　
福
祉
を
学
ぶ
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
24
日(

火)

　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
30
分

【
定
員
】
12
人

【
講
師
】
東
北
文
化
学
園
大
学
准
教
授

　
　
　
森
田 

清
美
さ
ん

第
3
回
音
楽
健
康
教
室

　

懐
か
し
い
曲
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
す
る
な

ど
、
音
楽
療
法
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
で
す
。

【
日
時
】
11
月
30
日(

月)

　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
15
分

【
定
員
】
10
人

【
講
師
】
Ｎ
Ｙ
Ｃ
音
楽
療
法
研
究
所

　
　
　
佐
藤 

里
紗
さ
ん

第
3
回
快
適
ラ
イ
フ
教
室

　
テ
ー
マ
「
家
族
で
で
き
る
健
康
運
動
」

【
日
時
】
12
月
7
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
定
員
】
12
人

【
講
師
】
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス　
佐
々
木 

良
さ
ん

第
3
回
シ
ニ
ア
メ
ン
ズ
料
理
教
室　

　
テ
ー
マ
「
お
肉
料
理
」

【
日
時
】
12
月
15
日(

火)

　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】
15
人

【
講
師
】
料
理
研
究
家　
渡
辺 

真
由
美
さ
ん

【
参
加
費
】
３
０
０
円

※ 

男
性
の
み
の
料
理
教
室
で
す
。
各
教
室
、
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
・
申
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
７
４
６
６

傷
病
手
当
金
の
支
給
対
象
期
間
が 

延
長
さ
れ
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
傷
病
手
当
金

の
支
給
対
象
期
間
が
、
次
の
と
お
り
延
長
さ
れ

ま
す
。

【
対
象
】
国
保
被
保
険
者
や
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
う
ち
被
用
者
の
方
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い
が
あ

り
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
給
料
の
全
部
ま
た
は

家族介護者教室を開催します
～テーマは介護のお金や施設について～

　    女性に対する暴力を根絶！
1人で悩まず相談しましょう

　全２回コースで介護に関する勉強会を開催します。
介護をするために必要とな
るお金のことや、自分や家
族が要介護状態となった場
合に利用できる施設につい
て学びます。安心して暮ら
し続けられるよう、ぜひご
参加ください。

日時 内容

① 11/27(金)
10:00～12:00

老後に向けたお金の準備
講師：相続・不動産FP121
　　　代表　斎藤貴司さん

② 12/8(火)
10:00～11:30

入居施設選びのポイント講座
講師： 各圏域の地域包括支援

センター職員
【対象】現在介護をしている方や過去に介護をしてい
た方、介護に関心がある方

【申込】11月20日（金）まで（先着順）
※どちらか一方のみの参加も可能です。
問 ・申 ・会 保健福祉総合支援センター
　　　　 　☎022-348-1138

一
部
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
方

【
支
給
期
間
】

次
の
期
間
の
う
ち
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

　
延
長
前　

 

令
和
２
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日

　
延
長
後　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日

※ 

入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
最
長
１
年
６

月
ま
で
延
長

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
２
―
２
６
６
―
１
０
２
１

歯ごたえや食感が変わる「野菜の豆知識」
～11月はみやぎの食育月間～

問 健康推進課　☎022-358-0512

　野菜は切り方によって食感や味わいが変わることを知っていますか。ポイン
トは、野菜の「繊維」。シャキシャキとした歯ごたえのある炒め物にしたいと
きは、繊維に沿って切り、軟らかく・火の通りを良く・うまみを出したいとき
は、繊維に直角に切りましょう。
　ピーマンやタマネギなどの苦味や辛味を和らげたいときは、繊維に沿って切
るのがおすすめです。これからが旬の富谷産ダイコンやホウレンソウを食べて、
冬を元気に乗り切りましょう。
※「繊維」とは、食物繊維とは違うもので、根から茎、葉へと縦に走っています。

野菜の繊維方向

短時間ででき、子どももおいしく食べられる料理を、レシピカ
ードにして、市公式ホームページにて紹介しているのでご覧く
ださい。（右記のQRコードからどうぞ）

繊
維
の
方
向

問 子育て支援課　☎022-358-0516
　夫、パートナーか
らの暴力、性犯罪、
売買春、セクシャル
ハラスメント、スト
ーカー行為など、女
性に対する暴力は女
性の人権を著しく侵
害するものであり、
男女共同参画社会を
形成していく上で克服すべき重要な課題です。
　11月12日（木）から11月25日（水）は、内閣府男女
共同参画推進本部が定めた「女性に対する暴力をなく
す運動」の実施期間です。暴力を受けたり暴力を受け
ている人を見かけたりしたら、1人で悩まず、すぐに
ご相談ください。

相談先
・DV相談ナビ　☎#8

は れ れ ば
008

・DV相談 ＋
プラス

　  ☎0120-2
つ な ぐ
79-8

は や く
89 

※24時間受付

受講者
募集
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認知症に関する講座を開催します！
認知症を学びましょう
　認知症は、誰でもなり得る脳の病気です。高齢
者に限った特別な病気ではありません。認知症を
怖い病気という漠然としたイメージを持っていま
せんか。認知症になると、「すべて忘れていく」
や「何もわからなくなる・できなくなる」といっ
たあいまいなイメージによって、社会の誤解や偏
見がまだまだ消えません。
　認知症の有病者数が増加していく中、本人や家
族だけが考えればいい問題ではなく、社会全体で
考えなければならない身近な問題なのです。
　認知症を正しく知って病気への備えをし、地域
全体で支える仕組みを一緒に考えていきましょう。
各種教室や講座を開催します
　地域包括支援センターでは、認知症サポータ―
養成講座や認知症を考える集いの場の開催など、
地域の中でさまざまな取組を行っていますので、
ぜひご参加ください。
　その他、認知症に関する相談や問い合わせなど
は、お近くの地域包括支援センターへ気軽にご連
絡ください。

問 ・申

富ケ丘・日吉台圏域地域包括支援センター　いちい
（富ケ丘・鷹乃杜・日吉台・杜乃橋）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎022-343-5920
東向陽台・成田圏域地域包括支援センター　さくら

（東向陽台・明石台・成田・大清水・上桜木）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎022-205-2571
富谷中央・あけの平圏域地域包括支援センター　わかば

（富谷地区・太子堂・ひより台・とちの木・あけの平）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎022-779-0633

センター名 日時 場所 対象 内容

いちい

11月5日(木)
10:00～11:00 富ケ丘南部会館 65歳

以上
にこにこカフェ
(地域のシルバー世代の集い)

11月27日(金)
10:00～11:00 富ケ丘南部会館 市民 暖々の会(認知症を考えるカフェ )

さくら

11月11日(水)
10:00～11:30 成田公民館　第1研修室 65歳

以上
みんなで学ぶ！生前整理
講師：清月記 

11月17日(火)
10:00～11:30 東向陽台公民館　第3研修室 65歳

以上

整え体操で姿勢改善(運動教室)
講師：スタジオビットバレー
渋谷祐子さん

11月19日(木)
14:00～15:30 東向陽台公民館　第3研修室 市民 認知症学びの講座

講師：地域包括支援センター職員

わかば

11月11日(水)
10:00～11:30

西成田コミュニティセンター
ホール

65歳
以上

介護予防教室（運動）　
「コロナに負けない体づくり」
講師：仙台リハビリテーション病院 

11月18日(水)
10:00～11:30 あけの平公民館　第1会議室 65歳

以上

介護予防教室（運動）　
「自分らしく過ごすために今知ること今
できること」
講師：富谷複合型サービス事業所あおい

11月25日(水)
10:15～11:45 富谷中央公民館　第1・2研修室 65歳

以上

介護予防教室（運動）　
「コロナに負けない体づくり」
講師：仙台リハビリテーション病院 

※当日は検温の上、マスクの着用をお願いします。

令和３年度 
とみや放課後児童クラブ入会のご案内
問 子育て支援課　☎022-358-0516　 022-358-9915

【とみや放課後児童クラブとは】
　保護者（父母等）が就労等により放課後等に保護者が家
庭にいない小学生の児童を対象に、適切な遊びや生活の
場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的として
実施します。

【対象児童】　
　原則自力で登下館でき、身の回りのことが一人ででき、
集団生活が送れる児童であること

【クラブ入会申請方法】
◦申込書等の配布は、11月2日（月）からです。
◦各児童クラブ・子育て支援課窓口で配布します。
◦継続児童は、現在利用の児童クラブで配布します。
◦新１年生は、各小学校の就学時健診時に配布します。

【受付期間】
　令和3年4月または5月から利用を希望する方
　12月1日（火）～令和3年1月8日（金）まで
　◦各児童クラブ受付時間
　平日13：00～18：30（12月29日から1月3日は除く）
　※ 令和3年6月以降から利用を希望する方は、入会希

望日の前月10日までに申し込みください。
　　（①で定員に達した場合は待機児童となります。）

【提出場所】
　通っている学区内の児童クラブにご提出ください。

【提出書類】
　①とみや児童クラブ入会申込書　②児童状況表　③勤
務(内定)証明書（勤務している家族分）④その他、必要
に応じた書類等

【利用料】
利用区分 利用日数 利用時間帯 利用料金

基本利用
（平日）

10日以上
利用 放課後～18:00

（学校長期休業日等 
8:00～18:00）

3,000円/月

10日未満
利用 1,500円/月

延長利用 平日のみ 18:00～19:00 1,000円/月

土曜日 ー 8:00～18:00 1,000円/月

学校長期
休業日等

のみ

春・夏・秋・
冬休み

08:00～18:00 5,000円/年臨時・振替
休業日等

短時間授業
の早帰り等

◦ 減免制度：生活保護受給世帯やひとり親市民税非課税
世帯は全額免除

◦ 多子軽減制度：児童クラブを兄弟で利用した場合、２
子目以降は半額

暖々の会（認知症を考えるカフェ）

～11月20日は世界子どもの日～

子どもにやさしいまちづくりを目指して

市は、2018年10月29日に、日本ユニセフ協
会から全国5自治体の一つとして、「子どもに
やさしいまちづくり事業検証作業モデル自治
体」の委嘱を受け、検証作業を進めています。

　世界子どもの日は、世界の子どもたちの相互理解と福祉の向上を目指して、
国連によって1954年の11月20日に制定されました。市では、子どもたちが、
まちの活動に活発に参加し、子どもの力や子どもの声がまちづくりに活かさ
れる「子どもにやさしいまちづくり」を目指し、「富谷市子どもにやさしい
まちづくり宣言」をしています。

富谷市子どもにやさしいまちづくり宣言の５つの柱
１. 子どもが大切に育てられ健やかに成長できるまち
２. 子どもが安心安全に暮らすことができるまち
３. 子どもが友だちと交流し、楽しく遊び学べるまち
４. 子どもが地域社会の絆の中で役割を持ち､ 活き活きと参加できるまち
５. 子どもの意見を聴き、まちづくりに活かすまち

　とみや放課後児童クラブは、市内全８小学校の敷地
内に併設しています。

【設置箇所】
　富谷小、富ケ丘小、東向陽台小、あけの平小、
　日吉台小、成田東小、成田小、明石台小
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
更
新
の
ご
案
内

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
を
迎
え
る
方
に
、
有
効
期
限
通
知
書
が

届
き
ま
す
。
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
従
い
、

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
内
に
更
新
手
続
を
行
わ
な
い
場

合
、
電
子
証
明
書
が
失
効
し
、
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
が
切
れ
た
あ
と
で
も
更
新
手
続
き

は
可
能
で
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
よ
り
、
来
庁
者
を
分
散
す
る
た
め
通
知
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
通
知
書
が
手
元
に
な
い
場

合
で
も
、
有
効
期
限
の
３
か
月
前
か
ら
手
続

き
が
可
能
で
す
。

【
受
付
窓
口
】

　
市
民
課
（
各
出
張
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
付
時
間
】

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
ま
で

問
市
民
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
１

令
和
３
年
版 

「
み
や
ぎ
手
帳
」
販
売
の
お
知
ら
せ

　

宮
城
県
内
市
町
村
の
行
事
日
程
や
主
要
統

計
、各
種
相
談
窓
口
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る「
み

や
ぎ
手
帳
」
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

【
期
間
】
11
月
9
日(

月)

～
12
月
18
日(

金
）

　
　
　

平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

【
窓
口
】
市
役
所
２
階　
企
画
政
策
課

【
価
格
】
６
０
０
円
（
税
込
）

【
注
意
】
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了
と

な
り
ま
す
。
販
売
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
販
売

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
７

宝
く
じ
助
成
で
音
響
・
映
像
機
器
を
整
備

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
あ

け
の
平
二
丁
目
町
内
会
で
音
響
・
映
像
機
器
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

問
市
民
協
働
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
５
０

下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
下
水
道
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

水
を
き
れ
い
に
し
て
川
に
流
し
、
衛
生
的
な
生

活
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
詰
ま

り
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
生
活
排
水
を
流
せ
な

く
な
り
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
下
水
道
の
ト
ラ

ブ
ル
防
止
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
注
意
点
】

・ 

ご
み
や
水
に
溶
け
に
く
い
紙
類
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・ 

油
や
薬
品
等
の
危
険
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
水
道
管
の
中
で
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
９

正
し
く
使
お
う
！
ま
き
ス
ト
ー
ブ

　
住
宅
密
集
地
等
で
ま
き
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

る
場
合
、
使
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
設
置

を
考
え
て
い
る
方
は
、
正
し
い
使
用
方
法
を
心

掛
け
、
ご
近
所
へ
の
配
慮
も
お
願
い
し
ま
す
。

【
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
上
の
注
意
】

・ 

乾
燥
し
た
ま
き
を
使
用
す
る

・ 

ま
き
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

・ 

ま
き
以
外
は
燃
や
さ
な
い

・ 

掃
除
や
点
検
を
定
期
的
に
行
う

・ 

洗
濯
物
を
干
す
日
中
の
時
間
帯
に
は
ま
き
ス

ト
ー
ブ
の
使
用
を
控
え
る

・ 

煙
突
の
高
さ
や
向
き
に
気

を
つ
け
る

問
生
活
環
境
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
５

令
和
3
年
度
保
育
所
入
所
児
童
募
集

【
締
切
】
11
月
６
日(

金)

ま
で

　

現
在
、
令
和
３
年
度
４・
５
月
入
所
児
童
の

募
集
を
子
育
て
支
援
課
・
各
保
育
所
に
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
案
内
や
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
、
各
保
育

所
、
出
張
所
、
と
み
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
６

（
仮
称
）富
谷
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

指
針
に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、（
仮
称
）富
谷
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
指
針
を
策
定
中
で
す
。

　
指
針
案
は
市
民
協
働
課
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
11
月
25
日(

水)

～
12
月
15
日(

火)

【
提
出
方
法
】
所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
５
０

と
み
や
わ
く
わ
く
子
ど
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

～
わ
た
し
た
ち
が
描
く
と
み
や
の
未
来
～
」

　
「
世
界
子
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
、
第
４
回

と
み
や
わ
く
わ
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
席
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
20
日(

金)

　
　
　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

【
内
容
】 

午
後
３
時
～　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
３
時
30
分
～　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

【
会
場
】
市
役
所
1
階　
市
民
交
流
ホ
ー
ル

【
そ
の
他
】
当
日
の
写
真
等
を
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
掲
載
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
・
申
市
民
協
働
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
５
０

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た 

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

用
い
て
、
次
の
と
お
り
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
一
斉
に
放
送
さ

れ
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
５
日(
木) 
午
前
10
時
ご
ろ

【
放
送
内
容
】

報
知
音

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で

す
。」

※ 

計
3
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

※ 

放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
富
谷
市

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎

０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
１
８
）
で
確
認
で

き
ま
す
。
気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
防
災
安
全
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
８
０

中
小
事
業
者
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連

続
す
る
３
か
月
間
の
事
業
収
入
が
、
前
年
同
期

間
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
事

業
者
等
に
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
告
の
手
続
き
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
概
要
】

　
令
和
３
年
度
課
税
の
１
年
分
に
限
り
、
事
業

用
家
屋
や
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

前
記
の
事
業
収
入
の
対
前
年

同
期
比
減
少
率

課
税
標
準

の
軽
減
率

30
％
以
上
50
％
未
満
減
少

２
分
の
１

50
％
以
上
減
少

全
額
軽
減

【
締
切
】
令
和
３
年
２
月
１
日（
月
）ま
で

　
市
で
定
め
る
申
告
書
様
式
を
使
用
し
て
、
税

理
士
や
会
計
士
と
い
っ
た
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
、
必
要
書
類

を
添
付
の
上
、
提
出
願
い
ま
す
。

問
税
務
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
８

11
月
と
12
月
は
、
市
町
村
税
・
県
税
の 

「
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
で
す

　
市
町
村
と
県
は
、
税
金
を
公
平
に
納
め
て
い

た
だ
く
た
め
、11
月
と
12
月
の
２
か
月
間
を「
宮

城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納

者
に
対
す
る
徴
収
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　
税
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
方
は
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
８

令
和
3
年
度 

小
学
校
入
学
児
童
対
象
就
学
時
健
診

　
令
和
３
年
度
入
学
児
童
を
対
象
に
健
康
診
断

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
健
康
診
断
は
、
就
学
を
迎
え
る
お
子
さ

ん
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
始
め
る
た
め
に
大

切
な
も
の
で
あ
り
、
健
康
状
態
の
把
握
や
保
健

上
必
要
な
指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
１

あけの平二丁目町内会に設置された音響・
映像機器

ペットを正しく飼いましょう
問 生活環境課　☎022-358-0515

　近年、犬の鳴き声や飼い方のマナーが問題視されています。改めて、ペットの
適正な飼育を心がけるように見直し、人と動物が共に過ごしやすい環境を作って
いきましょう。

適正なしつけと運動を
犬は本来、長時間鳴き続けることは少
ないものです。鳴き続ける原因として
は、ストレスなどがあります。適正な
しつけや適度な運動をさせましょう。

散歩時のマナーを守ろう
犬の散歩の際は必ずリードを着
け、フンの処理袋や尿を流すた
めの水の入ったペットボトル等
を持ち歩きましょう。

ストレス軽減の方法は
繁殖を望まない場合は去勢・
不妊手術を受けましょう（ス
トレスの軽減、情緒の安定に
もつながります）。

会場 実施日 受付時間

明石台小学校 ☎022-772-5307 11月11日（水） 12：25～12：45

富谷小学校 ☎022-358-2089 11月13日（金） 12：10～12：35

日吉台小学校 ☎022-358-1486 11月19日（木） 12：20～12：40

東向陽台小学校 ☎022-358-4577 11月20日（金） 12：20～12：40

成田東小学校 ☎022-351-7631 11月24日（火） 12：30～12：45

富ケ丘小学校 ☎022-358-3814 11月27日（金） 12：20～12：35

◇ビッグハウス 
　富谷店
◇食品館イトー 
　仙台泉店
◇デイリーポート 
　新鮮館　富谷店

おんないん会 
直売インフォメーション
問 農林振興課　☎022-358-0523

おんないん会では、旬な富谷産の野菜や果物を直売し
ています



人
人
人
世帯

（　  　）
（  　　）
（　  　）
（　　  ）

人口
男
女
世帯数

市民税・県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

4月 5月 6月

1期

7月

1期
全期

8月 9月
1期

2期
1期

1月

2期

3期

1期

2月
2期

4期
2期
2期

3月

3期

5期

3期

52,486
25,775
26,711
19,649

今月の納期限／11月30日（月） 市の人口（10/15現在）税務課　徴収担当　☎022-358-0519

※（　）内は前月比

＋
＋
＋
＋

20
6
14
13

問

10月
3期

6期
3期
4期

11月

4期

7期

5期

12月
4期

8期
4期
6期

9期

7期

10期
5期
8期 9期

コンビニエンスストアでの納付も可能です。（介護保険料と後期高齢者医療保険料を除く）

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
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交
通
事
故
・
犯
罪
発
生
状
況

火
災
・
黒
川
消
防
本
部
出
場
状
況

交
通
事
故
（
9
月
30
日
現
在
）

人　
　
　
身

物　
損

件　
数

死　
者

負
傷
者

50件
（-29）

0名
（-1）

57名
（-44）

690件
（-143）

犯
罪
（
9
月
30
日
現
在
）

侵
入
盗

車
上
狙

乗
物
盗

そ
の
他

7件
（-3）

7件
（+1）

4件
（-4）

68件
（-9）

火
災・黒
川
消
防
本
部
出
場
状
況（
9
月
30
日
現
在
）

火　
災

救　
急

救　
助

建
物 

6
急
病 

火
災 

0

林
野 

1
交
通
事
故 

67
交
通
事
故 

5

車
両 

2
一
般
負
傷 

166
水
難
事
故 

0

そ
の
他 

1
そ
の
他 

195
そ
の
他 

3

合
計

合
計

合
計

※
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
の
累
計
で
、
カ
ッ

コ
内
の
数
字
は
、
対
前
年
比
で
す
。

問
防
災
安
全
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
８
０

第40回富谷黒川地区中学校新人体育大会　大会結果
9月26日(土)、27日(日)　　　会場　富谷スポーツセンターほか

　9月に行われた富谷黒川地区中学校新人体育大会の競技ごとの優勝チームや選手を紹介します。各競技の優勝チーム
や上位入賞者などは、県大会やブロック大会に出場します。

野球　東向陽台中／サッカー　東向陽台中／バスケットボール男子　成田中／ソフトテニス男子個人ダブルス　
伊関悠・佐川裕亮組（成田中) ／ソフトテニス女子団体　東向陽台中／ソフトテニス女子個人ダブルス　三浦愛友
里・大原風花組（富谷第二中）／卓球男子団体　富谷第二中／柔道男子50㎏級　青沼悠哉（富谷中）／剣道男子個
人　大野魁李（東向陽台中）／剣道男子団体　成田中／剣道男子1年個人　梁川陽斗（成田中）／剣道女子団体　東
向陽台中／剣道女子2年個人　栗生朋佳（東向陽台中）／バドミントン男子団体　日吉台中／バドミントン男子個
人シングルス　渋谷涼真（富谷中）／バドミントン男子個人ダブルス　千田晃大・佐藤謙心（日吉台中）／バドミ
ントン女子団体　富谷第二中／バドミントン女子個人シングルス　真山みなみ（東向陽台中）／バドミントン女子
個人戦ダブルス　横田真梨乃・千葉凛央（富谷第二中）／ハンドボール男子　成田中

き
て　
み
て　
き
い
て

≪
２
階　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
≫

「
吉
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
第
13
回
家
族
展

（
書
・
日
本
画
等
）」

【
期
日
】
11
月
２
日(

月)

～
11
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で

【
出
展
】
吉
田
フ
ァ
ミ
リ
ー　

問
生
涯
学
習
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
５
４
０
０

11
月
11
日(

水)

か
ら
17
日(

火)
は
、 

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

　
令
和
２
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
テ
ー

マ
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
特
設
ペ
ー
ジ
を

設
け
、国
税
庁
の
各
種
取
組
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
も
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
北
税
務
署

　

☎
０
２
２
―
２
２
２
―
８
１
２
１

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

　
参
加
希
望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
11
日(

水)

午
後
１
時
30
分
～

【
会
場
】
富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
会
議
室
（
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
内
）

【
持
物
】 

年
会
費
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
、
筆
記
用
具

問  
公
益
社
団
法
人
富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
富
谷
新
町
95
）

　

☎
０
２
２
―
７
７
９
―
１
３
８
８

王
城
寺
原
演
習
場
訓
練
予
定　

　
訓
練
に
伴
い
、
主
に
１
日
か
ら
30
日
の
間
に

騒
音
が
発
生
す
る
見
込
み
で
す
。

（
射
撃
時
間
：
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
５
時
） 

問
大
和
駐
屯
地　
業
務
隊
管
理
科

　

☎
０
２
２
―
３
４
５
―
２
１
９
１

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

【
日
時
】
11
月
25
日(

水)

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
会
場
】
富
谷
消
防
署　

２
階
会
議
室

【
内
容
】
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
普
通
救
命
講
習

　
　
　

(

修
了
証
あ
り)

【
募
集
人
数
】
10
人
以
内

※
先
着
順
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
次
回

　
以
降
に
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
締
切
】
11
月
16
日（
月
）
午
後
５
時
ま
で

問
・
申
黒
川
消
防
署　
消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
４
５
―
６
８
８
８

宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金
は
、
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
時
間
額
】
８
２
５
円

【
効
力
発
生
日
】
10
月
１
日
か
ら

※ 

次
に
掲
げ
る
賃
金
は
、
最
低
賃
金
の
計
算
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

 

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
賞

与
等
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当

問
宮
城
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
２
―
２
９
９
―
８
８
４
１

「
市
民
活
動
応
援
セ
ッ
ト
」
配
布
事
業

～
富
谷
市
独
自
経
済
対
策
第
６
弾
～

　
市
内
で
公
益
的
な
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
市
民
活
動
団
体
等
に
対
し
、
活
動
時
に
感

染
予
防
を
行
う
た
め
の
非
接
触
型
体
温
計
や
消

毒
液
な
ど
の
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
応
援
セ
ッ
ト
内
容
】
非
接
触
型
体
温
計
、
消

毒
液
、
マ
ス
ク

【
申
込
期
限
】
11
月
末
ま
で
（
予
定
）

問
・
申
市
民
協
働
課　

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
５
０

市
民
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
民
バ
ス
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
目
的

に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
11
月
26
日（
木
）ま
で

【
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
配
布
場
所
】

市
民
バ
ス
車
内
、
市
役
所
総
合
窓
口
、
企
画
政

策
課
窓
口
、
各
出
張
所
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
、

富
谷
中
央
公
民
館
、
と
み
こ
こ
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ+

（
と
み
ぷ
ら
）

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課　
交
通
政
策
推
進
室　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
４
８

国税庁
公式ツイッター

国税庁
公式ホームページ

栽培している3年目の茶木の柔らか
い葉を釜で炒り、製茶しました

（10/13）

秋の番茶を試験的に製茶
富谷市シルバー人材センター

10
（3）

1,170
（-202）

8
（-12）

　
742

凡例　所蔵公民館名

中 …富谷中央　 丘 …富ケ丘　 東 …東向陽台

あ …あけの平　 日 …日吉台　 成 …成田

絵も作り方の説明も
シンプルだからこれ
ならできそう。足で
ふみふみをしっかり
やって、親子でおい
しいうどんを作って
みよう。

著：加藤 休ミ
出版：福音館書店

所蔵公民館 あ

うどんできた！

急速な人口減少を避け
るためには何をすべき
か。人材不足と捉え、チ
ャンスに転換する方策
を見出すか。今後の日
本が進むべき道につい
て考える1冊です。

著：藤波 匠
出版：日経BP日本経済新聞出版本部

所蔵公民館 丘  

子供が消えゆく国

法律家を志し疑似法
廷を行っていた3人
は、後に弁護士、被
告人、被害者の立場
に。冤罪事件をテー
マに、制裁と救済を
描きます。

著：五十嵐 律人
出版：講談社

所蔵公民館 中  

法廷遊戯

従来の図鑑要素に加
え、釣った直後の様子
やさばき方まで全て
写真で収載。「知る」

「楽しむ」「食べる」が
一体化された、今まで
にない「超図鑑」です。

編：つり人社
出版：つり人社

所蔵公民館 成  

さかな・釣り検索

高齢の夫婦の人生
を、 親族・知人の5
人の女性を主人公と
した視点から丁寧に
描き、家族のあり方
を考えさせる内容で
す。

著：桜木 紫乃
出版：集英社

所蔵公民館 東  あ

家族じまい

友人関係に悩む学生に
おすすめの1冊。不思
議な湯治場の温泉で、
傷ついた心を癒すと同
時に自分のことを見つ
め直し、前進していく
中学生たちの物語。

著：松素 めぐり
出版：講談社

所蔵公民館 日  

保健室経由、 
かねやま本館。

児童書 一般書 一般書

一般書児童書 一般書
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選
者　新

藤
　孝
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生

潮
騒
に
隠
れ
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濡
れ
る
月
見
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早
坂
　
礼
子

散
歩
道
百
合
に
一
心
濡
れ
る
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兼
子
　
羌
子

動
か
な
い
濡
れ
落
葉
や
と
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ゆ
さ
れ
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南
　
　
秀
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俄
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雨
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な
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胸
に
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宿
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み
や
子
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ゲ
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ぼ
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追
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子
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11月の無料相談（予約制）

第34回富谷市民バドミントン大会

【日時】12月13日（日）9：00～
【会場】富谷スポーツセンター
【対象】 高校生以上の市民（市内バドミントンサークル

所属者も可）
　　 　※各自傷害保険加入のこと。

【種目】男女別ダブルス（男女混合ペア不可）
　　 　１部　大会出場経験者
　　 　２部　 サークル等で活動している方・バドミン

トン経験者等
【定員】男女合計30ペア（先着順）
　　 　※ チームでの申し込みの場合は、30ペア目を

含むチームで締め切ります。
【試合】 予選ブロック上位による、決勝トーナメント方式
【申込】 11月9日（月）～18日（水）17：00まで
　　 　 大会要項記載の「新型コロナウイルス感染症拡

大防止対策」を確認の上、武道館に備えている申
込書に記入し、申し込みください。

※ 今年度は、新型コロナウイルス対策として対象を高
校生以上とし、参加ペア数の上限を設けています。

問 生涯学習課　☎022-358-5400

人権・行政・生活相談　問 市民協働課　☎022-358-3250
相談日時 11月4日(水)、18日(水)　10:00～15:00
会　場 市役所3階会議室

その他
対象は富谷市民。相談は人権擁護委員(4・18日)、
生活相談員(4・18日)、行政相談委員(4日)、行政
書士(4日)、司法書士(18日)が受け付けます。

法律相談　問 総務課　☎022-358-0621
相談日時 11月13日(金)、27日(金)10:00～15:00 ※予約優先
会　場 市役所3階会議室（1人30分、3回まで）
その他 入室前に健康状態を確認します。

障がい者相談支援窓口（地域福祉課内）　☎022-358-3396
相談日時 平日　8:30～17:30
富谷市自立相談支援センター（地域福祉課内）　
☎022-358-3391
相談日時 平日　8:30～12:00、13:00～17:30
専門医による認知症相談
問 ・会 保健福祉総合支援センター　☎022-348-1138
相談日時 11月11日(水)　14:30～16:30
こころの相談（精神保健福祉相談）
問 ・会 宮城県塩釜保健所黒川支所　☎022-358-1111
相談日時 11月25日(水)　14:00～17:00

教育相談　問 学校教育課（予約不要）　☎022-358-3123

相談日
11月 2日(月)、4日(水)、6日(金)、9日(月)、

10日(火)、12日(木)、16日(月)、18日(水)、
20日(金)、25日(水)、27日(金)、30日(月)

時　間 9:00～16:00
会　場 市役所1階教育相談室

消費生活相談（予約不要）　☎022-358-3190
相談日時 毎週月・木曜日 10:00～16:00 ※対面相談は要予約
会　場 市役所3階会議室

上記相談
日以外

宮城県消費生活センター　☎022-261-5161
消費者ホットライン　☎188

女性のための面接相談　問 子育て支援課　☎022-358-0516
相談日時 11月16日(月) ①10:30～  ②13:00～  ③14:30～
会　場 子育て支援センター（とみここ）
その他 前日までに電話で申し込み。

母子・父子家庭等特別相談
問・申・会 宮城県母子・父子福祉センター　☎022-256-6512
相談日時 11月19日(木)　10:00～12:00
ひきこもり・思春期こころの相談　
問 ・会 宮城県塩釜保健所　☎022-365-3153

相談日時 11月 10日(火)　13:30～16:30 
11日(水)　13:00～16:00

スポーツ相談室（無料）
　スポーツトレーナーが個々の目的に応じた効果的な
トレーニングメニューの作成やストレッチ、セルフケ
ア方法の紹介など、健康的なスポーツ活動を支えるお
手伝いをします。

【日時】①11月 4日（水）18：00～20：00
　　　　②11月18日（水）18：00～20：00

【会場】富谷武道館内トレーニング室
【対象】トレーニング室利用者
【定員】各回先着10人（事前予約可）

トレーニング室利用講習会（無料）
　体を動かしたいけれど場所がないと思っている方、
ぜひ参加してみませんか。講習を受けると１回100円

（高校生50円）で武道館トレーニング室を利用するこ
とができます。

【日時】①11月12日（木）19：00～21：00
　　　　②11月14日（土）10：00～12：00

【会場】富谷武道館内トレーニング室
【対象】高校生以上　　　【定員】各回20人（先着順）
【申込】 氏名・住所・電話番号・生年月日・受講希望日

を記載の上、電話やメール、ファクスで講習会
の前日までに申し込みください。

※ 運動着・屋内用運動靴・筆記用具・顔写真（縦2.5㎝
×横2㎝、白黒写真不可）を持参ください

※新型コロナウイルスの発生状況により、大会等を中止する場合があります。

子どもたちがはつらつプレー！ 
～リガーレ仙台バレーボール教室～

　富谷市をホームタウン（活動拠点）とするリガーレ仙台
の選手たちによるバレーボール教室が、10月4日(日)に
富谷スポーツセンターで開催されました。
　この教室は、40周年を迎えた市バレーボール協会が主
催したもので、市内３つの小学生バレーボールチームと
保護者が参加しました。
　選手たちから、オーバーハンドパスやアンダーハンド
パス、スパイクなどを丁寧に教えてもらいながら、元気
にプレーした子どもたち。「スパイクの打ち方や声の出し
方を学びました。とても楽しかったです。」と笑顔で話し
てくれました。
　教室後には、３チームによる交流大会が開催され、久
しぶりの大会に、会場は活気に満ちていました。

日曜・祝休日 9:00～17:00

・仙台市内の休日・夜間診療案内 ☎022-216-9960（24時間）音声の案内に従って操作してください。
・ 宮城県こども夜間安心コール　☎#8000　看護師が助言します。（19:00～翌8:00） 

プッシュ回線以外の固定電話、PHS等からかける場合は（☎022-212-9390）へ
・宮城県おとな救急電話相談　☎#7119
　医療スタッフが、受診の必要性や対処法等の助言、医療機関を案内します。
　平日（19:00～翌8:00）、土曜日（14:00～翌8:00）、日祝（24時間）
※プッシュ回線以外の固定電話、PHSからかける場合は（☎022-706-7119）へ

11/1
（日）

いとうクリニック（成田） 
☎022-348-3051

11/3
（火）

のりこ小児科（日吉台） 
☎022-358-1212

11/8
（日）

明石台内科（明石台） 
☎022-772-5555

11/15
（日）

富谷医院（ひより台） 
☎022-358-2872

11/22
（日）

渋谷クリニック（日吉台） 
☎022-348-5211

11/23
（月）

明石台整形外科（明石台） 
☎022-351-2322

11/29
（日）

大衡村診療所（大衡村大衡） 
☎022-345-2336

休 日 当 番 医

救 急 ・ 夜 間 診 療 の 案 内 （夜間、土曜午後、日曜・祝休日）

【左記以外で夜間・休日診療の医療機関】
　診療時間や病状など、事前にご連絡ください。
　・公立黒川病院
　　（大和町吉岡　☎022-345-3101）
　・泉地区休日診療所
　　（泉区泉中央　☎022-373-9197）
　・北部急患診療所
　　（青葉区堤町　☎022-301-6611）
　・急患センター
　　（若林区舟丁　☎022-266-6561）
　・仙台市夜間休日こども急病診療所
　　（太白区あすと長町　☎022-247-7035）

【平日・土日夜間診療医療機関】
　症状など、事前にご連絡ください。
　・仙台オープン病院（仙台市宮城野区
　　☎022-252-0100※救急事務直通）

《診療時間》
　平日　　　　　　18:00～翌8:00
　土、日、祝休日　 8:00～翌8:00

受付時間や当番医は変更になる場合があります。事前に問い合わせください。
発熱・息苦しさや咳などの呼吸器症状がある場合は、直接受診せず、電話にて指示を仰いで
ください。

問・申 とみやスポーツクラブ事務局　
　　　☎022-341-3126　 022-341-3127
　　　 sportstomiya@gmail.com　
　　　平日　13:00～17:00
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■
編

集
・

発
行

　
富

谷
市

市
長

公
室

■
〒

981-3392 宮
城

県
富

谷
市

富
谷

坂
松

田
30番

地
　

☎
022-358-3111㈹

■
発

行
部

数
：

20,450部
　

１
部

あ
た

り
の

費
用

：
41.4円

■
デ

ザ
イ

ン
・

印
刷

／
株

式
会

社
ソ

ノ
ベ

広
報

と
み

や
w

eb版

情
熱
を
か
け
て
実
現
し
た
愛
国
切
手

　
政
治
家
に
な
っ
た
作
三
郎
の
政
治
活
動
と
し
て
代
表
的
な
も
の
が
「
愛
国

切
手
」
の
実
現
で
す
。

　
旧
制
二
高
の
先
輩
で
あ
っ
た
仙
台
出
身
の
詩
人
土
井
晩
翠
の
子
息
に
英え

い
一い

ち

が
い
ま
し
た
。
英
一
は
中
学
の
頃
か
ら
病
弱
で
、
高
校
を
休
学
し
て
転
地
療

養
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
諸
外
国
で
郵
便
料
に
寄
付
金
を
付
加
し
て
販

売
さ
れ
る
慈
善
切
手
を
日
本
に
も
導
入
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
結
核
の
患
者

の
救
済
に
役
立
て
な
い
か
と
、
晩
翠
を
通
じ
て
作
三
郎
に
働
き
か
け
ま
す
。

　
そ
の
博
愛
精
神
と
熱
心
さ
に
動
か
さ
れ
た
作
三
郎
は
、
昭
和
８
年
の
衆
議

院
本
会
議
に
お
い
て
「
慈
善
郵
便
切
手
発
行
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
当
時
の
委
員
会
に
お
い
て
作
三
郎
は
、
英
一
の
名
を
出
す
こ
と
は

控
え
つ
つ
「
或
ル
特
殊
ノ
人
ノ 

手
ヲ
通
ジ
」
て
調
査
し
た
と
い
う
海
外
事

情
の
説
明
を
細
か
い
金
額
ま
で
挙
げ
て
、
慈
善
切
手
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お

り
、
自
ら
の
欧
米
留
学
の
経
験
な
ど
も
加
え
、
具
体
的
に
答
弁
し
て
い
ま
す
。

こ
の
周
到
な
調
査
は
、
逓
信
省（
現
在
の
総
務
省
・
日
本
郵
便
な
ど
）の
官
僚

た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
建
議
案
は
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
す
が
、

逓
信
省
は
従
業
員
の
負
担
増
な
ど
を
理
由
に
実
行
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
作
三
郎
は
、
昭
和
９
年
に
目
的
を
民
間
航
空
事
業
奨
励
と
い
う
名

目
に
切
り
替
え
た
建
議

案
を
、
帝
国
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
。
作
三
郎

は
趣
旨
説
明
の
中
で
、

提
案
者
は
英
一
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
か
し
つ
つ

熱
心
に
答
弁
し
、
昭
和

10
年
に
本
会
議
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
逓
信
省
も
積
極
的
に
動
き
、
昭
和
12
年
、
愛
国
切
手

は
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
愛
国
切
手
は
、
日
本
に
お
け
る
現
在
の
寄
付
金
付
き
は
が
き
の
ル
ー

ツ
と
な
り
ま
し
た
。
英
一
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
た
作
三
郎
が
諦
め
ず
に
成
し

遂
げ
る
と
い
う
、
２
人
の
愛
国
切
手
に
対
す
る
情
熱
を
感
じ
ま
す
。

人
情
に
熱
か
っ
た
作
三
郎

　
栗
原
郡
金
成
村
（
現
在
の
栗
原
市
金
成
）
生
ま
れ
で
労
働
運
動
家
の
鈴す

ず
木き

文ぶ
ん
治じ

は
、
同
じ
宮
城
県
出
身
者
で
あ
り
大
学
の
先
輩
で
あ
っ
た
作
三
郎
の
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
人
の
関
係
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
文
治
が
作
三
郎
と
同
じ
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
に
進
学
し

た
そ
の
年
の
冬
、
文
治
の
も
と
に
実
家
か
ら
は
が
き
が
届
き
、
そ
こ
に
は
、

父
親
が
病
に
倒
れ
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
実
家
に

戻
る
と
家
の
中
で
母
と
弟
妹
が
飢
え
と
寒
さ
で
震
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
文

治
は
、
作
三
郎
に
状
況
と
援
助
を
求
め
る
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
文
治
か

ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
作
三
郎
は
、
す
ぐ
に
富
谷
の
新
町
に
あ
る
実
家
に

連
絡
を
取
っ
て
、
富
谷
か
ら
荷
馬
車
で
白
米
４
斗
、
し
ょ
う
ゆ
５
升
、
炭
５

俵
、
ま
き
３
丸
な
ど
の
物
資
を
届
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
三
郎
の
父
親

で
あ
る
作
太
郎
宛
て
に
出
し
た
文
治
の
手
紙
が
、
富
谷
宿
観
光
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
と
み
や
ど
」
整
備
の
際
の
文
化
財
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
紙
に
は
「
こ
の
御
恩
は
永
代
忘
却
仕
る
。
身
魂
に
徹
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
「
隣
人
愛
」
を

作
三
郎
ら
の
行
動
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
、
人
情
に
熱
か
っ
た
人
柄
が
わ
か
る

話
で
も
あ
り
ま
す
。

　
作
三
郎
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
展

示
す
る
「
内
ヶ
崎
作
三
郎
記
念
館
」
を
、

と
み
や
ど
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
来
春

に
開
館
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
作
三
郎
に

つ
い
て
学
び
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
執
筆
：
富
谷
市
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学

芸
員　
清
水
勇
希
）

「
郷
土
の
偉
人 
内
ヶ
崎
作
三
郎  

下
巻

」

「元気な鷹乃杜　応援祭」
～鷹乃杜町内会～

9月20日（日）に、鷹乃杜応援祭を開催しました。コロナ禍で
夏祭りを開催できなかったので、町内会の皆さんがより楽し
く、元気に過ごせるように抽選会を企画しました。

富谷の風景や地域の行事などの写真を募集しています。メールや郵便で写真とそのタイトル・コメントを送ってください。
〒981-3392（住所記載不要）富谷市市長公室秘書広報担当あて koushitsu@tomiya-city.miyagi.jp
※ 氏名・住所（お住まいの地区名）・電話番号を明記してください。人物が写っている場合は、使用の許可を得た写真を送付してください。
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Tomiya photograph

とみや フォトグラフ

東
京
帝
国
大
学
時
代
の
作
三
郎

愛
国
切
手

撮影のためマスクを外しています。

今年から秋のスイーツフェアがスタート

アンバサダーの皆さんは

大好きなスイーツを前に溶けそうな笑顔です

特  集

地域課題解決を目指す連携協定
暮らしやすさの推進力に

※撮影のためマスクを外しています。
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